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保健衛生用に

銀 行 、 事 務 室 、 ホ テ J レ、病院 、 レ ス ト ラ ン 、 理 容 室 に

工 業 用 に

製薬、製薬、精密工業、研究所、試験所、通信胞設に

目立パ ッケージ型ヱァーコンデイショナーはキャビヰフ

ト内 1<: 、冷凍機、冷却様、送風機、その他一式を納めた

空気調和機でありまして、室内の冷房、除湿、清浄化及

び換気を自動的に行い、所要の条例:n: 保持する事が出来

ます。

叉タリ卜施王l乙より 1 台で 2 部室以上を、或は別室に置

いて各室を冷房する等種々応用が出来ます。

夏 l二冷房、換気と共に湿気を除き‘ 冬は力開1日告を取Wt

i f f i l . 風暖房が出来ます。

自 主 主 裂 1E . 所
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ア ス フ ア ル ト Jレ』 フ ィ ン グ

ア ス フ 7 ) レトフェノレト

キ ン マ レ ア タ イ ト ( 高 級ilft 育ー金麻布〕

ヘ ツ シ ャ ン フ 7 プ リ ヅ グ (i J f 育ー黄麻布〉

コ Y ト ン フ ァ プ リ Y グ (i 歴青綿布〉

白 麻 フ ァ プ リ ツ グ ( 濯 青 苧 麻 布 〉

グ オ ン タ イ ト ( 伸縮 同地板〉

地下鉄道、高架鉄道の知き激し

い震動箇所ても弊社製品は完聾

の防水効果走発揮して居ります

型 録 ・見本 ・仕 様 替

御報量上
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会 員 増 加 に つ い て 御 協 力 お 願 い

本会も創立以来本年で ＳＸ 年の歴史を経ましたが，この間ｼ銭関誌「建築と社会」の外各組ｾ築関係凶富の ｭｲｬｊ ， f上'じ

その他の展覧会，各種講習会，講演会，映師会，見学会などの開催，また機に ｬ ぷじてのｾ議陳情など長 ｉｉ 築に関する各

般の活動を続けて，建築を通じて広く社会に貢献するという本会の目的達成のため努めて参りました。今後なおー J(!j

適切有芯義な良い事業を行うよう絡段の努力をI i i J Jみたい念願でおります。然しそのためには更に充分な災力溜養が必

要であります。実力の基礎の第一は「数のカ ｊ の結集であり，多数の会只の Ｑｾｉｊ 協力術l後援によって会の活動を念々光

輝あらしめることができると存じます。明後昭和32年には創立40年を迎えますが，この時を機して会貝の数をM1J II 致

したく存じております 。下 ， ｩ 己の通り，協会，会貝相互利便 のため，会 ｮ グノレ ー Ｗ ＧｾＺｉｕ ｜Ｇｬｘの決定もみまし た 。 何ｾ全会 ｈ

こぞって未入会者の勧誘にお勉め下さいまして ，会 H JfJ 1Jl II乙術l協力賜わりますようお闘い 111 し上げま F 。

会勢委員長 藤 木 正

日 本 建 築 協 会 会 員 グ ル ー プ 規 程

はしがき 本グループ規程は， I作年来会勢委員会にお いて，数度に亘り検討の上規程とな

ツたもので，何 卒各職場では，ネ; グルーフ・を結成されると共に会民倍加運動 1'1:街l協力下さる

ようお願い同 i 上げます。

目 的 日本建築協会会民グノレ{ プは峨場内会員相互の和級協力を凶ると共に協会との述絡を省にして，会' J ! J . 納

入の容易化，健全な協会運治' の助長に協力することを目的とする。

1. 同ーの職場で 5 名以上の会貝のおられるところ

で，協会に職場名，会貝名及び世話人名を届出

れば，本支部を通じて職場連絡の 1 単位として

取扱う。

2. グノレ ープは次のこと念行う。

刷 会 費 の 一 括 徴 収

刷 会 誌 ， 刊 行 物 の 配 本

内 新 入 会 者 の 勧 誘 並 手 続 の 斡 政

悼 会 員 動 静 の 協 会 え の 連 絡

同 協 会 事 業 を 職 場 内 え の 速 報 連 絡

(ぺ) その他上 It己の趣旨に適する事項

3.  グノレ{ フ・に属する会員は， グノレ - 7 ' 代表として

協会との連絡に当る世話人 ｾＡｩ 千名を選出する。

世話人の任務あるいは選出方法，任期などはそ

のグノレ{ プで決めるの

4.  グノレ{ プに対する特典，または t1 i 依は次による。

刷 会 費 は 毎 月 分 納 で き る 。

(ロ) 毎月の徴収会費の 10. %を乎数料として払戻

す。

内 新 入 会 者 5 名以上獲得されれば，入会金の

50. %を払戻す。

(司 会員倍加運動期間中は新入会者の会' i ' ( の 20

. %を手数料として払戻す。

建築基準法及関係法規一覧表明図解図表) 再刊予告

建築基準法は之に基く命令，条47，其{ 山多くの関係法令があり一般設 31. ， Ji 耐に竺i りこれ259関係法泌を知悉するの

に非常な手数を要し誠に煩雑である@

本会はそれ等の煩しさを省き一見して目的の関係条文を見出すため本委員会で調査研究の結果首長通の一覧表( 索引

表) を作成去る 26年発行したが好評を侍し忽ち売切れとなった。今回各方面の要望に応へ再検討補筆し更に近く政令

の改正等を考慮し再版する様準備を進めているの本替は初版より更に多くの図解と図表を増頁し利用者の便を図って

いる 何 卒御期待されん事を。

出 版 £ 員 長 奥 島 正

3  



4  

名 嘗 正 会 員 安 井 武 君 の 御 逝 去

本会名谷正会只・ 3じi副会 l正:ム:)1 式I4W ，11{，和30年 5 月

ＲＴ 日 Ｑｾ のため逝去されたことは，まことに ｬ￳￭ 惜 の 極みで

あります。

者は東京大学建築学科卒業後，満鉄を経て片岡事務所

に入り，大正 ＱＳ 年独立，安井建築事務所開政，爾米独 ｪｾ

の多くの作品を残されています。君 I . ' r 性温刀. にして沈思黙考誠に静かで親しみ深く信望l♀い仁であり

ました。本会には創立そうそうから在籍され滋江名谷会只等と共に種々斯界のため尽きれました。 大

正 15年都市計画委只や昭和 7 年教化委n長として努められました。 また昭和 11年副会長の重貯; に選ば

れ， ＱＱｦｴ 言 のうちによく片岡会長を按け，斯界にｾＧｩ ｲｩｬ 占すると共 Ｑ 乞本会の隆盛に寄与された功 ｩｦｴ は大なる

ものがあります。

ij 刻表，定款改正と共に顧問に挙 げられ本年 4 月名 谷会Hに推薦，今後共 j折界のため ，また本会指導

にまつものが多かったのであります。

{悶 々昨年米病床の人となられ，ただ ひたすら御回復を祈っていましたが，遂に再起ならず，71才を

Ｍｊｾｬ として不帰の客となられたことは，かえすがえすも残念であり痛恨にたえません。

5 月26 日に片岡 li 日会長十年の追悼祭を行い，たまたま 27日その門下第一人者であった君の鮮儀に迎

い感慨無量なものがあります。

ここに君主E りし日の肖像と略歴を掲げ，哀悼の誠を捧げ，つつしんで御冥福をお祈りいたします。

凶 1t:. 27 日午後 2 時より今橋カトリック教会で営まれた苦手儀は，在阪主主策関係者堂に溢れ非常な量制緩

であったのは，君の最後が一応飾られ今夏ながら故人の徒、が偲ばれる。 本会よりは竹腰会長が参列市

詞を朗読 .{E りし日の君の功績を讃えた。

略 歴

1. 明治 17年 2 月25 日 千楽県佐倉市に生る

1. 明治43年 3 月 東京帝国大学工科大学建築科! f : 米:

1， 同 年 4 月 南 満 洲 鉄 道 株 式 会 社 入 社

1. 大正 8 年 聞社を辞し片岡安建築事務所へ入所

1. 大正 9 年 外遊

1. 大正 13年 4 月 片岡事務所を辞し，大阪 ・来以において止113軽水務所を U，);，;

1. 昭和20年 12月 野村建設工業KK社長就任

1. 昭和21年 12月 間社を辞し安井建設版社長就任

1. 昭和初年 1 月 KK安井建築設計事務所代表取締役に就任

建築事務所自営中殴計監濯をなしたる主なる建物

大阪倶楽部，大阪汎愛小学校，野村証券大阪支庖 ，野村銀行京都支庖，高麗縞 ・京都 ・東京日本橋各

里子村ピノレ，三和銀行名古屋支庖，東京味の索ピノレ，大阪ガスピノレ，御影聖子村邸. 満鉄東京支社，東洋

レイョ γ 徳島並びに帝人三原工場，富士電機川崎 ・盛田 ・吹上 ・四日 市各工場，大和紡納金沢，福井

工場，石原産業各工場，京都淀競馬場，エピス土地建物，東邦レ{ ヨ Y 大阪事務所並びに大垣工場，

大和紡本社ピ ｊ レ，日綿［ｉＡＮｾ本社，山陽百貨応，兵庫相互銀行，子高綿会館，その他略
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第 l 期 膏 年 建 築 家

宮 家 法 泰 祇国 富美代 ・旅館大文下京

j瓦ll1 炎郎 岐 阜 県 立 岐 阜 商 等 学 校

今 酋 茂 雄 千1;>:グ 9 J レ・尼 崎 文 化 会 館

三川 - ! l J 古 賀 の Jt. 旅 館 ・他

渡 辺 制 己 相 生 住 宅

必下 街自 帝 人 ｋｋ 名古属工 場 ｾ ｾ ｾ

'1'生 舜一 丸善石油肥後 繍 給 油 所 ・他

長谷川元耶 1

吉 田 隆一 j N 社 ' T ' 子 図 書 時 ・他

松 村 俊三 倉 敷 レ イ ヨ ン 西 条 病 院

稲 葉 成明 羽衣展示住宅 ・芦 屋 Y 氏 邸

Ji' 山 光 生 関 西 労 災 病 院

宮式 保縫 ロピテ J V ( 熱海病院ホテル楽)

小林 章 論説 ' .析 し い 世 代 の 為 に

小林 盛太 論説 析 現 実 主 必への試み

近 厳 正 志 感;l!! : 懐
疑

太郎伝一郎 電 通 会 館

( 昭和29年 6 月号 より再録〉

青 年 建 築 家 讃.
麓 わ し . 青 年 建 築 家 掴・ ・ ・ ・ ・

五月の空にま軍く太陽よ E  

あ ら ゆ る 青 年 の 中 の 青 年 よ l  

君 は 無 限 の 可 能 性 を 持 っ て い る l  

困 難 は 君 だ け の も の で は な い l  

た Y 困 る 困 る と い う も の が 困 る の だ l

ぐ っ と 引 い た 一 線 の 両 端 に l  

消 さ れ た 過 去 と 始 ま る 未 来 が あ る 1  

[Il 人 の 選 ば れ た 戦 土 よ l  

友 軍 と 共 に さ あ 次 の 戦 い に 立 て .

C  0  N  T  E  N  T  S  f  0  r  J  U  N  E. 1  9  5  5  

第 2 期 膏 年 建 築 家 特 集

鈴 木 英 夫 甲 南 高 校 校 舎 ・甲 友 会 館

;悔 回 孝 治 伊 丹 基 地 士 宮 ク ラ ブ ・他 8  

浜 岡 和 夫 事11 戸 石 屋 川 独 身 寮 ・他 10 

富 田 三樹夫 与 多 呂 本) . 5 ・外 6 点 12 

架 袋 公 明 府 中 市 庁 舎 ・F 邸 ・他 14 

佐久間 宏 O 氏 邸 内

高 橋 則 夫 神 戸朝日 ピJ レ地下商庖街 ・他 18 

1何 回

石 原 産 業 四 日 市 工 場

邸 浜 共 同 住 宅

20  

栄 木 一 成 姫 路 発 屯 所 22

加 藤 啓 治 大 沢 商 会 名 古 屋 支 j苫 23 

近 畿 大 学 工 高 卒 業 設 計 コン ク ー ル 入 選 案 24 

建 築 の 眼 25 

紫 煙 室 27 

前 会 長 片 岡 博 士 追 悼 会 と 五 月 午 餐 会 28 

昭和30年度蚕貝

バh

A  報

37 

38 
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鈴 木 英 夫

略 歴

昭和 5 年 1 月生

昭和27年 3 月大阪大学工学部博

築工学科卒業

同 年 4 月 来 畑姥祭事務所入

社，現: ( I ーに至る

鈴木戸? 作品 1

_ .竺 唱A - J A  ~ } V  Z E  
Ｍ 匂岨唱 え Ｑ ・ナ ザ 巳で 企ｾ .‘τ  ー

准 薦 の こ と ば

甲 南 高 等 学 校 校 舎

位 i号 神戸市見i昔並区本山町岡本

竣 工 昭 府]29年 3 月

敷地面積 1，974. 75坪

床面. t / l 1階 166. 26f f- 原 階 17. 8H f-

2港 166. 26坪

3;'. 書 166. 26坪 合計 516. 59斤

構 造鉄筋コン夕日ート榊造

外 装 腹 人 造 石 洗 山ν

奴 リシン垣部 ν

市窓下部分 1. 5寸Jl ] 紬 lit タ

イル貼 り

出胤 アスフアノレト防水 モノレグ Jレ

判1へ白地切f十上

内 主主床，ＱＱ｜Ｇ Ｑ 段，廊下テラゾー研ｴｬｉ ｲｾ 鴻

白地

教室ナラフロＭｾング貼

巾 木 テ ラ ゾ ー 研 出 及 桧 ペ イ ン ト

仕上

腰 モルタル，ペイント 仕上

蛍，天井プラスター仕上

共 の 他 電気，衛生，給排水，浄化問設備

暖房用地下ピアト

将米監理部門 ， 特別教室ｾ ， 増 築 の

予定

東 畑 謙 一

若い人にニつある。早〈から上手な図面を画立まとまり過ぎた計繭をして ，そのまま年

をとっていく人がある。私It 枝振りの良い盆栽をみている観がする。又早くからセンスが

あってギコチない図面を白いていてもそれが素直である場合には年がλ、えるにしたがって

段々と大きくなって行く人がある。私 l上規則 i f . しく植林した結簡をみている観が「る。私

はこの方の背年の方が ｈ ｪＭである。鈴木 ｾｊ は予業を終えて三年目，私の多くの協力者の中

のー人である。彼の母校の仕事であったので大体ー人でやってくれた。早くから油絵を画

こうとするな ， デッサンを勉強するつもりでやれといったのみで余り口出がましい郁｝Ｎｴｾ、

わなかった。書E直さがこじれて l以、かぬと思ったからだ。出来Tたこ{作乍品lは ｴ 彼の性絡が出てｾ • 

る4緑華に

な』れ't]ぱ! U然 Iにこ風雨をうけて 1' 1づと l角qもとれて技仮りも良〈なると イ臼3 じ あえて推 ｩｾ蹴 ｆ町 ｩ する次

買第 Ｑ です。維誌にのつ ｦたニが依に ｴ急 ｴ に大 ｊ止ｾ＼なつたつもりでニけでも生え山 ｌ たらもう ｬ成 ι 長は

止つたものと e恕智也白われたいo ( 推薦者 m畑建築事務所所長)

6  
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外 談 腰 モ ル タ ル 日h毛引

明 日ミン援 部 L

J.sH  スナーノレ . '!t;:l ν ユ及び木裂す

ツ ν ュ

窓下 フレキジプルi / - f 貼 ビニー Jレ

ペイント 仕上

J.li i担 モ ル タ ル 防 水 モ ル タ ル 抑 ヘ ロ

地切仕上

内 装 床 アスフアルト タイル貼

rl J  木l 1 : ペイント fj 上

腰 モルタノレ，ビニールペイント 仕上

明 天 井 プ ラエタ - fj:l :

共の他 111気ー衛生，給排水孜両i!

司周監

寸 噴島

甲 南 高 等 学 校 甲 友 会 館

校 内 神 戸 市Mi灘区本山町岡本

峻 工 開 和29年 8 月

敷 地 ( 校 舎 と同一敷地内)

床 l面積 1i!i'i 18 ∞ 坪 3)l'i 48. 00J'l' 

27.耳 41. 25坪 合計 107. 25珂Z

他に尽外僻段 2 ケ

川 途 学 生の課外文化活動及びス

ポーツの為の集会主，研究

3" 及びロ ;:1 jl 一室

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造

上よ り 3 附

2 階

1 階

鈴 木 英 夫

私達姐築家が相会から要望される司111，先づ郊ーに建築の技術的な解決である。 雨，風，地震などの自然の脅威か ら安全である !jTから始って，快適で効

率の日く経済的な生活が営め，更に美し くもある 建築を作 る事である。

次には社会生活が営まれる場である 挫築を，Ｑ ＱＱ なるバラバラの ｉｊＡ策空ｊｬ日 としてではなく ， その社会的性 絡 を 銅 り下げて社会Ｈｊ ｾ有機体に強策 を綜合して 行

かねばならない仕事が与へられる。 J主体的には都市剖爾， ある いは住宅政策な ど，その範聞は所調J.s築学の域を越えて広い。

｡ ニれ らの 問題 を処 理 する為には， 辿築 家は先 づ 技術，乎段を提供し各種 の 忠 言を 為 ｌｾＨｽ る技術家でなければならぬ。 又自己の属 している社会を 向上発展

させるべく ，社会的な提唱をする事 も辿築家の大まな つとめであろう。 近頃の様にJ . s 策の相会的llij 姐が真剣に検討 される様になったのは，技術的な問題に

のみ終始して来た段階よりー歩前進したも のと喜んでよ い事であろ う。

しかし， こ れだけではな ｬ 、 強築 とは 単 なる 胞築物 でも ， 只 の 社 会生活の 設 でも，又 鱗腿 な美術 工業品 でもな ｌ 、まだ ｊｾ 処に 何者 かが在る。 ｲ ｬｊＡ築 は， 11 

行為の機械である」の一言は強策の結論ではなく If 言である。 こニ から まｾ築 が始まるのである。

こんな事は今夏私逮が述べる迄もなくI J ! 築に従事するおの常減 として当然のrjl ばか りであろうが，当り 1刊の事は， いざその時となると系外見沼され易い

ものである。

私逮建築家11，この見落し易ト当り liiJ の事共をしっかりと見つめて， Ａ ｾ庇 な心から ， ' i r . 上った行方 氏の怪物や，イ デオ ロギーの醐霊や， 巨大な床のunの

[ ( l 物の様な建物でない . ｛，ｾＺ耳な生命の尖しさ 溢 れる ｪｊＡ策 を創って 行 ｮ ニ ｌ ・。
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正 面 外 観

側 面 外 観

伊 丹 基 地 士 宮 ク ラ ブ

工 期 6 ヶ月 1111 ( 29年)

工 事 費 強 策 78，800 門/ 坪

技術その他 34，900 円/ 坪

鋭 峡 鉄筋コングリー} 造平家主II 池野 445 即

伊丹飛行場 Jt 隅に米軍上官 III 肢設として新築したもので空

港とい う明るい感じを/ u しました。

梅 田 孝 治

昭和18年 9 月 神戸高等工業学校本

昭和18年 10月 六戯省営締管財局勤

務

昭和20年11月 戦災復興院勤務

昭和例年 10月 近後地万主W: 向営締

部勤務

昭和27年 9 月 営繕却処罰臣認第二政

日十1某良
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細詳閃玄

神 戸 兵 措 補 給 廠 尼 崎 分 廠 本 館

工 期 7 ';" 月間 ( 29年)

工 事 費 建 築 54，000 門/ 坪

21，7∞ 円/1干設備その他

鋭 校 鉄筋コンクリート迂iニ 防 残 延 1，300 坪

尼崎市の元住友プロペラ工場内 に):l! てられたボリユームの

ある合服鮮の中心 としてその管班郁務所を新築 したもので

す。

推薦者のことば 角 田 栄

権 m君は近綾地方建設局営絡部建築課第二a; t 計係長とし

て当局官庁営綿工事の第一線に活路 して以来約 2 年半，まII

2匹設計のプラン に，立而に，又詳細に，明断簡1 i < に宙1) り切

る彼独特の手法をもって， 33胞設計及び部下指導に従事し

て来た。その開lの作品にはすべてl宜飾を排 して物そのもの

の純粋な機能 と英を追求したものが多く，官庁営織の一つ

の在り 方を代表するものと思われるので， ニニに推騰する

9  次第である。( 推薦者 近畿地方建設局営絡部強策源問

2 階

不 明 世

1 階

の ゆ寄



神戸市様[ l l ' .!e岡町

昭和28年 10月完成

木 造 二 階 建 延90""

外装 ラスモルタル全世 ，;'{t 色セ j ン トγ1.6.人付仕上

( ライトブルー)

屋 根 法 被 ス ν ー ト野 2. 5寸勾配

1 階テラス モルタ J レ明世 田仕切 パーゴラ木製

Ｒ 階ハルコン床桧 ＱＮ Ｓ 寸 ｸ ＱＮ Ｘ 寸ｾ の 子張

オイルスデーン イ士上

選 熊 階 段 下 宿 パ イ プ 笠 木 堅木 製 ラY カ

Ｍ Ｑｴ仕上鉄 骨 駁踏 ｉｾ 総ｪｉＨ板

電 k 公 社寮身独
)11 屋石戸神

地

l
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1!i 々公社の建築については斯界において色々と御批判はあると思われますが，

一応当方の企業性により内蔵する電気通信機関によってかなり 情造的な制約の

もとに特異な国があり，ー 般的 なピルの訟計との差 ｻ 立を認めて官 ｴ ＼ Ｇｲ ｴｾ ｜ 、と思い

ます。従いまして当方の技術者の大判主電気通信網に来 る通話電話kの 'I，W工場

述物の設計者としての'RI. l ! において働く商が多いのでありますが，設計対象物

の中にはー般ピル ・アパート等と大差ない設計もあることとてその方而におい

ては Ｑ ＧＱ 年 作 家がｾ穫に求めた設計の ＩＱ 鰐 を生かす機会も又あるわけでナ。その

究餓の機会を数多く与えてやりたL、と 祈念します。今回推隠する浜 I日;召も部貝

中例性的な ilii の強い作家として，且つ都内経厩も中位に属 L. 将 来を嘱目され

ておりますので，昨年I空の太問若に引続き推薦する次第です。作品としては未

完成ですが，大方3mの御批判を乞 う次第です。

雄日ム井赤
青年建築家を推薦のことば

昭和 2 年 8 月 1 日生れ，満27才， 鹿児島県出身

昭和24年 l血児品工業専門学校( l J l . . 国立瓜児応

大学工学部) 建築科卒業

卒業と同時に逓信省大阪通信局営絡探に勤務

現在 日本電信電話公社近畿電気通信局建築部員

浜田和夫

10 

( 推問者 近畿電気通信局強築部保全謀長)

( 本誌 3 月号の 作品作風に所載の氾 々公社 叩子関 アパートも同氏の作)

L浜 田 和 夫 の 作 品 I



和 田 山 施 設 区

兵庫県初来都和問 111町

昭官129年 7 月完成

木造平家挫 30坪 ( 10M x l OM )

外 扱 主査羽目張( 杉 5 分) オイルペイント

並( クリーム)

風車R 方形 亜鉛室電鉄板瓦搾1干オイルペイ

ント挽仕 上 ( ダークグレイ )

換気筒 : J写鉄板製( 円筒状ガラリ)

煙 突 赤 煉 瓦 半 枚 積 凹目地

公衆電話サービスセンター
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内

吸

!l f  . へ1 Vヤンクロス貼

天 井吸音サンライト貼，内部にグラ

: Aワ ーノレを載せる

床 ラバリワム

カーテン アセテート sR地 ( 靖、)

正 面 枠 漁t甘，掲示品医枠はペイルブ

J レーー

出入口 イエロ ー( 内側は赤)

“ ひ な" の 想 い 出
浜 田 和 夫

改まって何か述べることは，私なんか本当はとても恥づかしいのですが，然し自分の考えを堂々と述べることは大事な二とだと思いますので，建築家として

6 年，今までに忘れられないことを，ふりかえってみる ニとにします。

昭和 ＲＴ 年 就職 してはじめて 現場 に出された ｾｾｩ， 先つ私は ｩｪＡ築業界 というものの 封建的 なフンイキに全くマゴマゴしました。それから，その荒っぽきに 驚 倒し
ました。

1 年経って漸 〈簡単なデテールを密かされる 様になって， 現場の経験が早速， 役に立ちましたが， とにかく夢中に 1/20 のデテールを書いていました。そし

て 2 年 lILまでは，恥っか L ¥、ながら，デテールとトうものは，一番 あとに考えて L ・L、ものだと思ってしました。私は大変な綴りをしていたのです。 練 りに練っ

たス Y キリしたデテールによって始めて尖しいプヲンとエレベーν ヨンが生れることを知った時，私は無上の喜びを覚え， 新 L ¥‘ 眼で建築を見る様になった様

です。それから所調，逓信建築 というものの様式のマ ンネリズムに大きな疑問を抱 j- ，種々 の研究会の席上などで第三者にも斑々指摘 されて，色々考 えさせら

れたのは 4年経った頃でした。 r; カニズム」 とか 「フアンダジヨナリズム」について友達と限強 L. 何 らかの結論を得ょうと思ってあせりました. 相豊能的で

あり ， 然もその中に若々しい夢が流れていなければならな ｌ 、同日告 ｬ こー ＱＱ した尖しいトーンを表 侵 するには ， 色ｾ計画によってそれを助けるニとが 出来 るニと
に気がつまました。

現在，私は設計の仕事から厳れていますが，最近インターナ V ヨナノレな傾向になり司つあり，種々のテーマを投げかけている所調「日本的デずイン」につい

て，矢張り人並に日本の古典建築のもつ近代的，民族的要素というものに，新しい限を向けたL 、と思って暇があると古いお寺を巡るニとにしています。

紋後に，この間何かの雑誌に次の様な文章が被っていたのが限に止まりましたので告 まとめておきます。

勿のびのびと計画するというセンスを若い建築家の卵たちから奪ってトくものは何であろうか，こ んな霊くるしい空気をうち破っていく 力 とそ領逮は期待 し

f二、、、 (1)1.三時

11 
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推薦者の言葉
徳永正三

設計という技は誰にでもすぐに出来るものと

は考えられなｾ ' 0 自分の心の中にある一つのイ

メージを大切に育てていきながら，具体的な建

物の中に表現する為に，涙ぐましい様な索晴 ら

しい努力の上に積み重ねられてい く犠だ。

富田君を私が推薦するのは，おか しいのだが

同君は天分に恵まれている上に. その努力もお

しまない人であると岡崎に生活の中に自己の体

験を積み重ねている事を信じて，教えて推薦す

る事Iこした.

その他 に建築を通じて ln dust ri al d... si g n  

にも非常な興味を持っていて，遠からずニの商

でも独自の暖地を拓くものと思います。

ｾ＠，ｾ、 作 品ーもしそういう事が ｌ 、えるとしてー

はそう沢山出来る様には思えないが. r.r m君は

常 日頃からー年ー作主義で行き度いとも漏 らし

ている事をも併記 して御紹介します。

{ 推薦者 三座建築事務所所長)

富 田 三 樹 夫

大正 8 年 10月13 日生

昭和16年12月25日 早稲田大学

専門郎工科主II 築学科 卒

昭和17年 1 月16日 置抱強祭事

務所勤務

現在 三座建築事務所所員
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明

篠 宮E 富田三樹夫

述策が笠1111を構成するか J り，その担豊能と共

に衣現の内容ー視覚上のーつの性怖の付与ーが

m大な際問であり，そしてこれの書感 OJ!策の

それを決定ずけるキーポイントであると極i J " L

ても過弐ではないと. 思います。

作家が一つの課題と取組む附，機能百IJ と並行

して，二の1<現の主題の把艇に全力を体げ，又

このためにこそ，日々の畠績を要求されており

ます。唯ニうして把程された主題Il: . 全体的乃

至は形示上的なもので， ニれの実際的な友現.

主胞を破綻なく，完全に言いあらわす校法の裏

付の上に立たなければなりません。私達若年強

築家の要求されるものは，精神を通してぷ現さ

れる技法の熟述であり，技法を楽しむのも我々

にゆるされた特権ではないかと忠われます。

1  朝 日 羽 衣 園 大阪府浜寺 昭和28年 7 月

2. 朝 B 緑 風 荘 名古屋市妙見町昭和28年12刀

3. 今治商工会館 愛媛県今治i!i 昭和2e年 4 刀

4. 藤 原 邸 神戸市上筒井 昭和29年 4 刀

5. 与 多 呂 本 庖 大阪市渡辺繍 昭和2J 年 12刀

6. あ る 事 務 所 大司王市中之ぬ 昭和29年12刀

7. 松山市城山ロ ープウェイ及び

児 童 遊 園 地 計 画
昭和30年 3 刀

5  

G  
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府 中 市 庁

( 指名競技政計当選実〉

精 進 : R.  C .  2隣国! . 一部平家プロック造

パ ー ス

舎

前 積 : 延雨被 580. 79坪 竣 工 : 1955年 11月の予定

これは ＱＹＵＵ 年 Ｒ 月，指名競技設計が行われ当選したものでありＮｾ

鈍設計において殆んど変更の必要がなかった。

配 霞 図

百 立 商 図

一国

一-

防 「寸「明 三d団事件出区間正出再同町R・E劇L

来 立 面 図

14 
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し斗孟三L 町 l

構 造 : R.  C.  6 隣及む，: 3 階建，地下 l 附

延面積 : 9. 869. 425坪， 竣 工 : 1956年 1 月予定

広 島 県 庁 舎 ・ 議 事 堂

木造平家建， 度線 : アルミニヲム コイル ν ート野

外壁 : 桧オイルステイン仕よ

延 面 積 57坪 唆エ : 1954年 4 月

F 邸

「一 つ の 出 発 点」 一- F 夫 人 と の 対 話 一一 薬 袋 公 明

今申上げた事が失礼な事だとは思l¥‘ ません。私はニれから御一緒に新い、お住いについて考えてゆかなければならないのです。 私はただ艇図技術

と宵写真だけを提供するためにニうしてお話しているのではないのです。例えば・ ーー ー医者と患者の関係についてお考えになって頂けば良くお事l りになるので

はなL 崎、と思います。医者は息苦から一応自覚症状を聞いた上で診療を進めてゆま結論を出して治療にとりかかります。この場合，医者の手と自の動まを医者

ι 也右 という立場とか特別な関係を取のぞいて考えたとしたら融かに大変失礼な振舞いになっていまいます。若し私が一介の紡門客 として先程巾上げた様にお

持ちになっている家只や，台所 ・納戸 ・便所得を見せてEに う としたら ， これはおっしゃる 通 り磁かに失礼な事だろうと思います。けれ ども今 '1' 上げた医者 と

血者 との関係. . . . . いわばそれに tt く似た関係が F 家 と私との!日lに既 に持たれている事をお判 りになって羽 左度いのです。先程から色々 と新 しくお強てにな

るお住いについて考えていらっしゃる事，そして私に要求されていること等をお伺い しました。今度は私から色々お伺 いする事があるのです。その為には先づ

私がこ の家の生活の中に入ってゆく 事が必要だと思うのです。その上ではじめて私に求められている問題が燥 して必要を充たし得 るものであるかどうかを考え

る!ll も出来 ます L . 気まぐれを取のぞいた本当に必要を充すニとの出米る答案を用意する事が出来 るのではないかと思うのです。医者 ι 患者との 1mで大切な事

は 「治そう ，治ろう 」 とする二つの意志の働 l! とそのほにあるヒユマニテイの接触だと思います。施主と 建築家の!日1にもこれと金〈 同じ関係を成立させてゆか

なければならないと私は考えているのです。. 3

'

Jに人より変ったものや，私の才能の記念碑を創ろうとは思っておりません。理解と協力の記念碑を作ろうと思っ

ているのです。時には苦いお茶を飲んで頂く 本があるかも知れませんー ー・・ それが必要なことであるならば一 日 。

.. .. .よく 事l りました本当に! z 織不足でした。どうぞごゆっくり見て取 きましょう。そして今年から私共の家伎の中にお入りになって考えて11¥さ度いと且札、

ます。

突は本当の建築のお仕取をされておられる 方を全然今迄知らなかったものですから，大変失礼な事をrl' 上げて '1' しわけなく 思います。では納戸からでも

“ 見てmきましょうか・・ー ・ 家には 「タンス」がとても沢山あるんですよ …・ …- 。

・ u こういう 出発から F 邸は出来上ったのです。 私は時折世1m楕をするために F 夫人を尋ねてゆ止ま

あるエピソード 浦辺錬太郎

ミナイ君は自分の 中に建築の王座を持っておりそれを何物によっ

ても譲らない人である。 r天職」 とはニのような時に快 う言葉だと

思う，ニの F 邸でも坦 々とした追を歩んだとはヨ替えられないのだが

探して次のようなエピソ ードがあった。者は F 夫人と初対面で既に

風窓訟を告げる状態となった。筋担? のみを辿れば「住宅は生活が分

らなければ政計出来 るものではな L 、 持物を兄せて下さ L ‘」 と云う

我々としてはｾｻ当な要求に対して 、 敵 を知らないクライエントＩ＼人

It r失礼な ! J と言うニとになったのだそうだ。その時のミナイ君

の13が: : Mに美事であった。 r奥さん，あなたは医者に見て貰う時に

身体をI s 見と 言われて失礼なと怒りますか ? J 。これで頼む人，新

まれる人は怠気投合して暗雲が附れた。王座を持たない人にはやれ

ない芸当だ L. ゃったら失敗するに決っている。この意気込みに戸

援を送りたいし今後の作品に期待も脊せたい。

関係 した主なる作品

サナトリワム三題( 東光閣. l . ri 俗語n荘，

星丘分院) 一新建築 1953年10月号一

高槻市立桃聞小学校

静岡県民会館 一建築文化1955年 2 月号 -

F 邸

広島県庁舎議事堂 一主II 祭文化1955年 2 月号ー

笠岡市庁舎

府中市庁舎

ミ テ " キミ ? 骨院

薬 袋 公 明

関係した主なる Dcsk f"l<. n  

岡山県庁舎指名簸技設計応募集

伊丹市庁舎抱名銭技設計応募集

門司中央文化会館二等入選集

略 l躍 1926年12月3 日生 28才

1951年 3 月 早大理工学部雄策

学科卒業

1951年 4 月 日建設計工務 K K

入社設計部民とし

て今 日に至る。

| 薬 袋 公 明 の 作 品 1  



1 階平面 ・配凶図

佐 久 間 宏

大正14年 7 月生

略 服

昭和22年芝浦工業専門ザ校卒業

大成処設設計部に入社

現住大阪支庖勤務。

佐 久 間 去 の 作 品 I

3  

。
氏 邸

所 在 地 神 戸 市 l岡本

設計施工 大成建設 K K

凶 阪 支 庖

敷地面積 136. 4坪

l 階面積 45. 125坪

2 階面積 6. 0坪

2 階 平 面 図

すいせんのことば 笹 川 季 男

日本のi J l 築家は兎角若トあいだに右名になる。四十，五十になって地位と名戸が

得られると，事lを押す数はふえるが，l l ; 築設計の情熱1: 1 . うすらいで不勉強な生活が

はじめられるのが普通である。しかし若い知識と ，経験をもって 創造の要素と「る

この部門においては，四十殺をよえたときにようやく人生の道に入りその頃から磁

問としたl l ! 策が IU来はじめると私は信じている。何年姐築家の新l . . ¥. ; 思潮IJ: ，その

人の将米の良企 lh盤にはなる ので，それが年齢 とともに発展を阻止され る所澗立身

llillt 主説的環唆IJ:出来 るだけ自省する必要があると 思う。いま私が紹介する宕いまl!

築家が現在のアカデ ミー的な基本勉強をして将米地に足のついた設計をし始める日与

が米たら涜しみだと思ってしる。 臼分を生かせる設計が出来ると立が来た仰に，若

トと止 の創造の夢の発展と，: g の年齢のわり にませた創作とを，ふりかえってみ る

附 と心の余裕がおとずれることを祈る。

( すいせん省 大成砲設K K大阪支庖設計郎)

16 



1  正面( 西側) 外観

2 向 上

3  門 べにがら入オイルステイ

ンの木部と 漆喰( コリケン仕

上) の白とで構成

4 和 室

5  夫人室( 三帖半)

6  玄関から門

7  日光室より和室を還 して 中庭を

7  

みる

8  中H基地。 ら和室を見る。

9  画 室 杉ベにがら入才イ" ス テ

インの木部と漆喰

天井ー部麗J f I . 重量貼り

襖5佐布活

10 玄関木部は杉べにがら入オイ

ルステイン仕上. 壁じゅらく

住 居 と 庭

8  9  

佐 久 間 宏

住居が. その住居のもつ雰図気を栂成 L. モニから「生活そのもの」にプラスする，あるものを繊成してゆくためには. その住居と路( 自然) とのつながり

を考えない釈にはゆかなL 、。 これはし、つの場合でもそ うだと 思う のであるが，この場合，住まれるO氏が，多忙なその仕事の外に，うちでは絵を画〈生活をい

となまれる人であるということによって，その様な，住居と庭との触れ合いの問題が，特に一つの課題となり ，住居の特徴に大きな影響を与えることになった。

O氏の画風や. 0 氏の御家践の生活の性絡から，路のもつ性質It . 日本的なも のがえらばれた。 J1if の路 ( 苔底) とうしろの中路( 石脳) は，特に床を低 くつ

くられた日光室と，廊下側の関口部から ，家の中心につながり，共処である交響を起してしる。

菌室のひかりは. 北側の六甲の山々の空からきて，隙子にやわらげられて画布に落ちる。 画室の保光は画室の北側を大き く聞け，紙陣子を通ってくる光によ

った。籾の創 作 が多いという理由は，うつりやすい光線を避けるｾ味で東側を壁にした。 画風と画室，ということもまた一つの線組であった。ニれ等について

は，依頼主と設計者のあいだにたしかめられた，あるエ Y センスに対 L. 謙虚に，注意深< . 近づニうとした。 二の住宅の場合，目立って新しい住居偶成とい

ーディテール

うものを，とくに求めるということをしなかったが. 依頼主との! 聞に，絶えす，詳細の図面までが，ひろげられるニとが，私に「建築」へのアプローチの問題

への反省と，そしてそれへの未来の希望を与えていたのであった。

O氏邸が出来上ってから. ほl王ー年を経た. r嵯の苔もしっかりついてきた L. 一年自にもう一度，家を兄直しに来なL 崎、」とO氏より怒があった。設計中デ

11 ザインについていつも助力を与えていただいた笹川氏と，ータ，反省の機会を得にゆくことになっている。

10 



. 、_，¥

甘 党 あ し ベ そ ば や ・ー 茶 亭

神 戸 朝 日 ピ ル 地 下 商 庖 街

( あさひ小路)

神戸市生問区浪花町の元証券取引所建物( 鉄骨鉄筋コン

クリート追i地下 1 隠地上 6 階) で，戦後連合事に lt 収せら

れ，病院として使用されていたものを，接収解除により朝

日ピ ルと L て新発足した地下の部分で， 当時は地下室の各

附属胞設と して使用さ れていたスベ スを食堂街に改装し

たもので，昭和28年 12月に| 湖底したも のです。

L _ S_ ___!!_ _  20 30R 

サンポア
亭

4
A
'
 

茶

そ

l r Al hL飽 lFULlrι| 飛 中 間 竜 | 菩 とγ Jl I I浜 う な ぎ 家 |

，、ーー ・

高 橋 則 夫 岩 本 1尊 行推 薦 の こ と ば

昭和 4 年 2 月19日生

昭和23年 3 月 大阪市立都品工業専

門学校建築科卒業

昭和23年 5 月 綜式会社竹 中工務庖

入社

昭和23年 7 月 H  設計部勤務

現イE にi Eる

未完の魅力という言葉があるが， ζ れはより以上の完成の魅力を想、像せしめるもの

にのみ伎われる言葉で，そういう想像を許さない未完は未熟に終るばかりである。

完成された魅力というも のは絶対的にはあり! ! } ないが，完成への魅力を想倣せしめ

る作品，あるいは作者というものは生命の路動を感じさせるものがある。

より偉大な作おが，より偉大に何かを感じさせる可能性は来日I I U、。又幼ト作者が

設計担当の主なるもの

神戸朝日ピル地下前庖街

住 友 信 託 銀 行 先 布 狭

宝 塚 映 画 劇 場

精進のうちに感じさせるより 良いも のへの発展的な魅力も ，又綜lf守: しく良いものであ

る。 iJi 編者も又，可能性をもち，未完から完成への道をたどる巡礼の一人である。

高 橋 則 夫 の 作 品 l
18 



19 

;型聞園田

般 計 者 と し て の こ と ば

1 階 2 階

1 階 1  玄関 2. ホール 3. :fr l主10帖 4. 居! 日I 5. 日ピイング' t 1 チエン 6  作 業室

8. 脱衣洗而所 9. 浴室 10. サービ スアード 11. 女中主 12. llI! 所 13 テレス

2 階 14 子 供 室 15. 綬3i 16.  i副主 6 帖 17. 押入 18. 洋服ダンス 19  便所 20 木倒

21. 洋服タンス 22 正門 23. 勝手口

荏 原 企 業 株 式 会 社 千 里 山 社 宅

大阪府下千車山住宅地内の耐斜I日をもっ北側近路の五百余坪の敷地に新築 された会制社宅で，

延56坪，木J世2 階 !l! で， 昭和29年 3 月に治工，同年10月上旬に完成したも のです。

高 橋 則 夫

建築設計の仕司Iに傍わっているものが看紙迄占くことは魁権行為であると思われる節もあります。 総と面，そして色彩から1 ! } られる雄策の尖しおれ、ぅ迄も

ありません， ニれに窓ぷ外の看板広告等を付けられては雄策の夫しさが損 なわれ，苔々として焔しくない結J I ! を生むことは事実です。 しかも往々そのようにな

る ニとがあります。 といってよれが主従は. ! l ! 策のJ < しさが主であり ，若桜広告の1 t i が7 ' 7 セサリーとして働いていることは|間違いのないIjl です。

実際にはニれ等の石板広告の茸lの仕事は否々の下を厳れる場合が多い様に思われます。又その機会さえも与えられない場合があります。 その構 な時に，否々

建築家の 1<現と ， これが例え専門家の下に成った仕事であっても ， その衣現なししは流れに食違いの生まれないことは断 じ1(} ないと思L ‘ ます。 又それが専門家

以外の人 の下に111 < る場合は恕iま外のものがtll 米る !jl は火を見るよりも明らかです。

苦々はニ の懇刊を少しでもなくする為に， 述察設計に携わるものは， 建策に関連のあるアクセサリーの仕事， これが例え強築物の極〈一部分にせよ ，一つの

大企な誠れ の 重要な役割を来たすことを期してＢとの掠れをもった衣 現に噂 びくべｾ 仕事 を探せられている 事 と ｻ 苫じます Ｎ

、

、.



A 型住宅単位住戸平面

「4 ・』寸

H I  l  I_____] E 壬

2 階 平 面 図

「品。「

戸7ロ亡R τ ?汁 戸1 3

冨

ｬｦ｢ｾ 件 ｅ 回

A 型住宅述続長屋式 共同浴場 1 階平面

石 原 産 業 四 日 市 工 場 塩 浜 共 同 住 宅

櫛 田 清 大正 ＱＲ 年 Ｓ 月 ＲＰ 日ｾ

略 毘

昭和22年 京 都 大 学 工 学 部建築学科卒業

直ちに大阪府建築部営繕諜勤務

昭和26年 4 月 岡上退職と同時に抹式会社

安井建築設計事務所に入り，設

計監毘の実務にあたる。

。すいせんのことば 。 武 田 健 三

i' l年雄築家と して . ｾ 品目 Ｑ 君を紹介いたしましたが， 建築!JJ 務所に勤

めておられる若い方々としては. 1' 1' 自々分 自身に全面的にまかされて

単独にその人の作品 となる場合は， 少ない結束となりますが，設計担

当者として，又引続き現場監督 として， ここに発表していただく作品

の多くの部分に， 兄のたゆみ品き努力のあとがみとめられると 思いま

す。

作品の種頬によって， 協働作品となるべき性質のものだと 思います

L. 又III 実数名の他の若き人々の協働によって， 作 られたものである

ことを，特に強調したいと思います。

挙い兄Il:. 現在県営住宅のコンクリート造の建物で生活しておられ

色々，使用者側としてのｾ見も経験も豊富だった事が作品をＭＩＱＱよ り

櫛 田 清 の 作 品 I

よ主も のにしたと 思っています。 ( 推問者 安井強策事務所) 20 



石原産業四日市工場泡浜共同住宅概要

1  住吉聖l式 lliiilf上戸ニ限強述統長屋式

2  円地権成 A 型楓! ( 一戸当り 15. 8呼) 8制1

B 型J掛! ( - "  14. 8 ，，) 17掛!

名戸共 2 世帯一棟木造 2 珂の物政あり

共同浴場( 二階クラブ) 1 練

生活協同組ＮｴｾＱｊｊＧＱ光部組物 1 欄1

rri¥品管PI! 者 H，c芭( 木造) 1  i' 

附'1t 管 理 占 住 宅 ( "  )  1  i' 

un地内 'n締I I l QJ 狗iYi (  ，，)  l . bI! 

他にグランド ，記念碑，兇Y置. oj 閣地. ! a 附計

両I t - . ffl I完成，遂次整備 rl' 敷地約 2 万ff

3. 1，11  巡鉄筋コン Ｗ 日ート二階量 ｾＮ ｛｜ｾ式構造

浴場，浴室郎は ν ヤーレン精進

4  設計ｬ￯ＮｾＮ 株式会社安井建築設計事持。所

路 工i t ' ，' 水姐. l l t . 大林組，大成娘設. Hl i ぬ雄投

5. エ 姐1 昭RI 28年 10月- 29年 5 月

写真説明

1  λ 型住宅南側 2.  A 型住宅北而

3  生活協同組色購口所 4. 共同浴場( 隣上クラブ)

集 合 住 宅 寸 論 ｬｩｾ 田 清

石原社宅取浜岡地雄投の仕市と私の身辺の '1=. ili J u況呼

から身辺なことで宇. 断惣の一郎より問題のみを掲げて集

合住・む計爾上の私たりの反省の方向を捉t て見ました.

所L百テラスハヲス式( ー，二階を 11¥1副主戸とする迎続

長尾式二階建) の長所としてはアパート生活乍らも各戸

で必ず庇が持てること， 比較的在来の生活慣切に近い内

容をもっニと等でしょうが，反前段小限l空の宝数にして

しかもニれがー，二階に分割されるニとはたとへi j ! 築家

が食終分隊符の法J1IJi企て'自1) 切ったとしても. f司かゴ. 活感

情的な裕治 主のなさ ，近頃の言葉でいうコアの不明蹴さ

が: : M生活者にとって% になりはしないだろうか。勿論家

朕栴成の差違や昼夜二交代制勤務等とトう条件の場合に

I t 合目的でしょうが。この型に限らずー照的/ l I l姻として

収納家具配向上の配慮，探光涜の快適性，光熱源の/ 1 : 1題

等個々の条件は勿論特に保守管理ー上の点はデザイン以前

のIlI) ，I' J l として配l置の順序を 11日進えぬlJl . 1史小住' 己的の傾

I U : の合理性の追求と. 合想性，フ: 利性のー部の犠牲から

生れた1 ' t mなる生活感情上のゆとりと . 何れがLt む人に

とって大切であるかといった問題等々。| 羽地計画に於け

る共同胞訟の附随(t1: lif. 味から生活問の不可分の婆ょとし

ての再認識。 1I 日姐11多々あるにしても石原の掛合鋭験的

にも珍らしいケースとして一応の成功を得たと思います。

日浅い私のアパー ト生活経験から多層形式住宅をも合め

た巾位住戸計画上の問題で生活実態と雄策家の指向すベ

ま方 lijj について真に断H' を追うならば，現段附れ! 1 立の線

棋の中で，プヲイパ ν ーを狭まが紋に少しでも広〈住み

たい，感じたいという切なる慾求の中で. いかに技術的

に解決するか。又従来の一般住宅でいわれてまたfl:'[';Jjj(

論的法Jl IJr_Eを金科玉条的鉄且'1としてニの種アパート計繭

に持込むならば，建築家が合理化とエ与える観念的枠の '1'

で生活内容及び形式を回定化してしまう成れはなトだろ

うか。設計上此細 と考えられる間違いの¥j ( に生活実態は

とんでもない融通性を発仰することe 百も知りつつ; f ，物

万艦飾凧i立はf去を附たず，テラスと称しても. 姐実家の

空念仏的結* を柄米したり・ 。

一つには住及ひ他物形式が未だ実験的過渡 JUI にとどま

る政のまづ占及び経済的な制約， 一つには既成観念的11

生活をそのまま持込まんとする無副党性から 111米する混

乱ヲ ｾｉ ｉ ｦｉ ［諭乙穏だろうが，一応［危 ｴ ｊ＼ される点は多少 ｾｭ

は試みても司既成住生前観念、と ，Ij 控Ii q的枚か占の '1-'でff

った既成I . I ! 築家が合、III した智遣は，経験 iJ l(、 li 故主II 犠京

が1 l " むI . i ! 築に臼弥デザインを振廻ナニとの危なかし占と

刷栂，今 ω 附代の Ｇｉｾｾ 有名の ｴｩ の主主求から ｩ 牲 ＱＮＨ L なト憶に。

ともあれ敗戦後のl ! l 思な道路守走ら t ，! ならない六衆

車であるというニと の上に. デヂインを号 ι て見ょ うで

21 はありませんか@



姫 路 発 電

所 在 地 姫路市飾磨区中山地先

建築面積 本 館

管問1事務所

概 要

2，036. 13上下

604. 94同九

所

ポ イ ラ { ・発qZ機室( 本館〉と管理事務所に別れてい

て，本館は基礎 ・ベデスタノレ抗打，主体 ・; 熔援を主とし

た鉄骨造， 屋根 ・波形鉄鋲の上に配筋し，シヨ ッ トタリ

ート吹付の上アスフアノレト防水周 ( カ y バーメ ァシュ入

〉砂撤き仕上，m: ・発電機室廻りと 14 M以下の部分は鉄

筋コン グリ ー ト色そノレタノレ仕上，ボイラ ー室廻りはフレ

キシプノレシート成形版を用いた。管理事務所の方は，基

礎 ・松杭打，主体 ・鉄筋コ γ タリ ー ト造，屋根 ・アスフ

アルト防水庖の上 シ γ ダ ー押へそノ レタノレ目地切仕上 ， ｾ

・色モノレタノレ吹付とした。何本館 とは渡廊下で連絡して

いる 。

外壁に用いたフレキシプノレシート成形l仮は，充分なる

検討と実験の結果 8 粍厚のフレキシプノレシ { トを成形

して，巾 0. 5米，長さ 1. 82米のものをE霊長に姑げ，継手

は白地が入るのみで，同一面に{士上る と同時にェ アータ

イトになる様考案した。又主脳に当る中央操作室は，主

体と 絶縁して防震防音構造とした。

姫路発電所の設計を終えて 栄 木 成

この泌物は去年の 2 月本設 JI に若干し，本年 8 月を以て竣

工の予定でありまして， これと前後して起工された，矢張り

関西電力の 多奈川発屯所が全て輸入品によっているのに対し，

これは全部同産品て' まかなわれている点は我々によい刺戟で

あり ，技術|向上へ の一つのテストケ ースと 考えているもので

あります。

綜合計碩iは関西EE力側で為されたので，我々はその建築方

面のみを担当したわけでありますが，当初 ，内部機械の複雑

さと色々な制約とに大いに戸惑ったものでありました今 しか

し幸に関西電力側! の御J 1 J l 解ある御指導によって順調に進み，

本年 l 月より機械の据付けも始められております。 外殻につ

いては，との発電所は殆どリモートコ γ トローノレする様に計

画されて捻りますので， コノレピジェのそれの様に壁はなくて

もよいのでありますが，何分海に突出した場所て' あり，去年

の目立風に際して防潮堤に当る滋瀞は20M の高さに迷し ，それ

が霧状になって，この建物の下半分を蔽う始末でしたから，

内蔵諸機械を厳重に保護する為に，我々は必要にして充分な

るとれが目的を達成させ，しかもコストの問題を解決する為

には，如何にして無駄を省くかという点 tc ，特に苦心したの

であります。 同時に発電所としての特徴， I! Pち重量機械類の

E在勤，それをそのまま形態、に表現して，管理事務所，その他

一連の建物に迄及ぼしたのであります。

私は敗戦に続く国際関係や経済関係 の不安とデカ〆 γ スの

中に明け暮れしている 8 年間を ，設計に従事して来たのであ

りますが，振返って見ると，その作品はーっとして今以て自

信の持てるものがなく，苦悩する詐りです。今後益々複雑化

してゆくであろう近代的機構の控に於て，更に広い観点から

現実の上に，建築家としての正しい立場を充分認識して，創

造的なものの中に生活して行きたいと念願しております。
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相 ｪｾ 薦に値する 一一

ζ れが推薦の言葉です。

小 田 島 兵 吉

栄 木 一 成

大正15年 4 月24日生

略 歴 昭 和22年 3 月 都 品 工 専 卒 業

悶 年 4 月 大 林 組 に 入 社

設計部勤務

， 

ー‘

) ー・_.，‘ リ日 混 血 叩 由ー ヂ

，、



11. 寸判1

大 沢 商 会 名 古 屋 支 庖

は 氏 名古屋市中区本市町 Ｑ 丁目 Ｑ Ｓ ｾ 地

J 世地而積 111，030坪

見物而級 建坪 76，116坪 延坪 134，741坪

構 造 概 要 1師、筋コン ク リート浩二附l I ! ，

ー問. 附k l ¥鼠木造平家l I !

本建物については本誌30年 1 刀号に紹介 している。

加 綴 啓 治

大正15年 8 月27日生

本路地 主幹m市字郷中 168l1i'地

Ｎ，ＨＮ眼福井コＮｾ住専門学校雄策科

昭和22年 3 月卒業

職際昭 ｾＱＲ Ｒ 年 Ｔ 月刊 ｴ 水施設祢式

会初 入社

"  九州支陪股訓練勤務

昭和例 年 12月 名古I在支応設

計 課 現 イl にヨEる

し 加 務 啓 治 の 作 品 l
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l直 送 会 館

A  B ui1di ng  for  P arki ng  Garegc  &  Bus  T cr mi n.. !  

近 畿 大 学 工 高 卒 業 設 計

コ ン ク ー ル 入 選 案 1955 年

1. 放 送 会 館 ( 建築学会m

大阪大学 井 戸 l昭ー七

2.  A  Bui l di ng f or Par ki ng Garage 

and Bus  Ter mi nal. 

京 部 大 宇 池 田 平f 隣

3 幼 稚 園 Ｈ建築学会 ＷｾＩ

京都工芸級維大 和 問 普 弥

4 劇 場

大阪市立工芸高校 柳 ケ 瀬 教 介

劇 場 計 画 案

大阪大学 井 戸 附 七

京. 大 池 田 耳f 隣

大阪市立 工芸高等学校 柳 ケ 瀬 教 介



あ ぶ な つ か し い 建 築 術

経験ある建築家でありながら建築の施主で

ある大会社の技師として，もつばら建築を注

文する仕事だけをやっているある中年の建築

家にあったときの話。設計家にはうっかり仕

事を信用して まかせられない。建物を新らし

い材料や造形，その他さまざまの試みの実験

台につかわれるからというのである 。 やって

みてうまくいけば建築家は得意気に自分のオ

リジナリテイを誇り，宣伝してまわる。次の

金もうけの糧にする。が，これはまだいいと

して，失敗したらどうか。その跡始末を強い

られ，建物がありつづける間ひどい自にあう

のは施主側だ。これはあまり目立たぬ。結局

被害者のなきね入りだ。だから建築家のもっ

てくる暫新の系は警戒が必要で，どうしても

保守的にならざるを得ないーーという。商業

主義と結びついた冒険，社会的に極めて能率

のわるい経験の評価 ・蓄積。 こうした建築術

のつき当つメいるカベは，宣伝と I説策 11: . 狂奔

しているおえら方の 「反省」 でなく，この泥

仕合の中で矛盾を感じ苦しめられている人々

が互に無縁でないと自党し，諮りあうことか

ら打ちこわしはじめられよう 。 ( U)

け

ん

ち

く

の

め

:

担

当

(

五

十

音

順

〉

・

・

小

川

E

・

西

山

卯

三

要

今の若い人は知らないだろうが，今から 25年位前に ，早大

の今教授の提唱で「考現学」ということが盛にいわれた時代

があった。こ れは いう までもなく考古学に対立すべき学問で

ある 。所 が，そのうちに r女の持っているハ γ ドパツグに

f可が入っているか」 とい うようなテ ーマばかりが取上げられ

スケッチ入りで雑誌を賑しはしたが，今教授のp ; 怠からは次

第にはづれて，遂にいっとはなしに消えてしま った。

しかし，吾々が建築を設計し，批判するのに最も信頼出来

る尺度の一つは，実にこの 「建築考現学」である。私はこれ

を計画原論の重要な一半をなすものと考えている 。つ まり ，

計画原論には，普通に定義されている様な空気，水，光，熱

音等に関する物理的，化学的，心理的， 生理的の諸問題を取

扱う分野の他に，広さ，高さ，数量，不IJ 用の特性等に関する

統計的剥査分析の分野 がなくてはならない 。東大，吉武助教

授のやっていら れ る施設規模に関する 研究を今少し広くした

ものに相当する。こ れがなくては，廊下，ホーノレ等の広さ，

便器の個数， 非常口の巾も根拠が薄いととになる 。つ まり，

理学的原論に対して，統計的原論といって良いものだろう 。

特に若い人は，資料の殆んど無いとの分野に取組んで，建築

界に ｮｾ な礎石をおかれることを切望するものである 。 Ｈ ｹ Ｉ

!必の学現考築建
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日目

風物というのはドイツ語の R eali en の沢

誌で，風土文物の略である 。外国のm祭の寺:

p ; をみても，風物の知識がなければ，その写:

nを完全に読み得たとはいわれない。 との怠

味において建築風物学の起ることを望むもの

である 。 しかしこの極の学問はまだ?に発達の

状態であるのでこれに代る筈絡によりこの渇

望をみたすより外に方法がない。

建築風物学の資料としてはフラ γ スに対す

る滝沢敬一氏著 7 ヲ γ ス通信第ーから第七，

中国に対する内山完造氏の著書など参考にな

る。

丸善 K K発行の雑誌 「学鐙」の本 年三 月号

四月 号に画家三雲祥之助氏が「日本人の生活

様式の基調，坐る習慣腰かける習慣」 という

文を紋せていられるが，これまた建築風物学

のー資料であり，東西文明比較論でもある 。

近来読んだ文章のうち最も楽しく有主主なもの

であったの ( 1)  

提の学物風築建
船

越

義

房

・

堀

口

甚

吉

・

横

尾

義

貧

・

・

け

ん

ち

く

の

め

-

-

E

・

E

・-

上

このどろは造船所では縞や鉄骨建物等，地上構造物を盛ん

に作っている 。 かつて G 生は造船屋さんから，鋼板製の巨大

なサージタシグ( 水力発電所にあるウオ- P < ー ハムマをさけ

るための遊水声 γ IJ) の設計法について相談をうけたことが

あった。 まさしく造船技師はいわば岡に上 ったカ ツパである

筈である 。 ところがいろいろな普物の個所を指示して方針を

参考 に供しただけであったが，よく理解して設計をまとめら

れた。造船技師逮には簡単な微分方程式はみづから解いて片

づけることは常識である。 これにひきかえ建築技術者はいま

までは，単に建築計算規準を駆使する熟練者にとどまってい

たようだ。米国の Proceeding of  A S C E をみれば多くの会

社の技師遠の報告がみられる 。 また独逸のかの構造界の 巨匠

Dischi nger さらにつづく Fi nst er walder 等々は会社の技師

である。建築工学は大学の独り舞台ではない。 一般技術者の

向上とあいまって健全な発達をなすものと思う 。 またその機

が熟してきたように思う 。大阪でもたれているある 30名ばか

りの若い建築技術者の会合はすでに半才をむかえようとして

いることはかかるいみからよろこばしいことである 。 ( G )

向の者術技築建



I  I  I  I  I  I  I  I  
| 紫 煙 室 1

I  I  I  I  I  I  :  I  

老 人 よ 、 し ば ら く 御 遠 慮 を ! 浦 辺 鎮 太 郎

Wi 下の社会では老人が尊敬される。( されたの方y訂正 いつ侃史的作品を残すだらうかと予怨することよりも，

1i (Cかナ' ? ) ，' 1 年の頃社会に山て感じた T] f は年令の持つ圧 もっと砿かなす{ 柄fム 先μ のf!f Jめる青年なればプノレ 7 -，・

迫! さであった吋Ji い頃のことを覚えられている先輩には 行年からもメヤぶ点が多々あると忠われる。

今てーも ll J 1 が上らな L 、n しかしながら年令をそEねていく悶

に先輩に対する料しみが湧いて米たから妙である。逆に 本号を行年， '1' 年あるいは老年の読者の皆様が- E1; さ

益々反抗心の生れる場合もあるポはある t;，。何れにしろ れて如何なる反応が起るかと想像することは編集者のー

それで漸く押えられるような感じから解放された。 人として誠に愉tkで犠らない。眼鏡もかけずに 6 ポの初l

老人の本山l の気持が分る年ではないが，建築界には殊

に自分では一向老人と自覚しない人が多い。恐らく rn

分は宵年にアノレブアの年令を加えた宵年だJ と信じてい

らっしゃるのであろう。問題はこのアルフアにある。一

つの道に打込んで知らぬ悶に重ねたアルフアならば何か

そこから光りが簡やいて来る。私はそのような老人こそ

永遠の青年と呼ぶべき人だと思う。幸福なことであるが

建築界は永遠の宵年を持ってしら。無駄に取ったアノレブ

ア年令からは殺人的怨痴が放射される仰がオチだ。これ

亦不幸にも建築界に存在するの

青年も必ず智利こなる' T i はli(f かであろの j 'fJ ，f . 建築' 初:

い文まで読んだ上「やりよるわい ! J と破顔一笑される

老人を想像することは楽しい。サ y ト投げ出して「清い

奴等は困ったものだ」と苦虫を噛みつぶす老人を想像す

ることは悲しし、。

もっと悲しい引は同じ青年でありながら好恵何れにも

無関心な青年を想像することだ。( 私はこんな青年こそ

老人と呼ぶに遠慮しない) 。大器晩成するものかしないも

のか別として建築一辺倒の意慾の人はいつまでも若く，

そうでもない人は早〈モ ーログするようだ。才荒守朽と老融

には暫く御i述卓E府書J朋煩いJ上1け

は拝見しようhη  

( 常務 :l H 泣レイョ !/ KK営終総長，本会編集 "g; flJ毛〉

構
立金Z

' 0 と 法員リ 棚 橋 5京

建築の構造を支配している法則がある。法則が発注し 椀みやその他も考えに入れて寸法が決められ， その寸法

て構造が進歩した鉄筋コ γ F リ{ ト構造や鉄骨構造もあ からウオキ γ グス トレスを計算してみて大体許可平強度が

るが，経験的に多く号ものが築造されてそれから法則の きまったのではないだろうか。

方が後から発見されたものが多い。例えば力の平行四辺 叉木造の部材の寸法のきめ方など必ず しも強度と かパ

形はガリレオが発見したものだからノレネツサシス時代で ツグリ γ グとかいう様たむつかしい事を考えないでも あ

ある。 しか し中世のドームやア ーチは力の力解合成とい る程度それらの数式を満足する様な木材寸法の決め方は

うものがつかまれていなければ建てることが出来ないも あるわけであって，そうしづ法則が工匠の中に秘密にあ

のであるから，すでにその法則が何かの形でっかまれて ったかも知れない。例えば，木材の極木とか梁とかを幅

いたにちがいない。木造の許容強度などは木材の強度と をその部材の間隔の十分のーとかに成を張聞の二十分の

のものをもとにして決められたものというよりも，通常 ーとかに決めれば，同じ様な荷重に対しては同じ様なス

川いられている水材の寸ｾＧｬ［から逆 ｴｲ して［切り出されたも トレスと挺みを得る様になる。従って櫓皮葺なら何分の

のではないか と 思われるふしもゐる。建築の構造にもｾっ ー，瓦主主ならば何分のーという様な簡単な割り出 し方が

てい る木材の寸法と建具ーなどに使っている木材の寸法と あり符るのである。

ではその きめ方のもとがちがう様に思われる。構造部材・ ( 筆者 京都大学工学部教授〕

の寸法などはただ応力の安全度ということだけでなく，

I  I  I  I  I  I  I  I  I  !  I  I  I  I  I  I  I  :  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  i  I  I  I  I  I  I  I  I  I  
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前 会 長 片 岡 博 士 追 悼 会 と 五 月 午 餐 会

どこかの原子爆抑の影響ではなし、かとさへ言われる粍

此頃の格段様は気まぐれで， ノト Hの! 守を気づかわれてい

たが，明; j ミ五nl 晴れに・好天tこJt まれ定亥I! 迄会するもの八

ー ｼ 余ＱＧ，近来 Ｑ 花な ｾｾｻｩ 況であった の

当円は故人がメJ も最初今橋i乙事務所を設けられた近く

の日本経済新聞社今橋グラプを会場とし早朝から式場万

端"，f¥W地盤え委員一同待j切する内先生門下を始め平素の

午祭会には殆ど顔を見ない会員各{ 立が何年振りかの会合

に鰍淡暫し，やがて片岡鐙太郎氏と主主術7こ未亡人がおーさ

れたので， 一同を五階会場に策内下町常務照明司会の下

tこ11時、ドより )'1' 岡l I ij 会長迫悼f ，ちを行ったの

イ官界風の ITij にしつらえられた祭l夜中央に故防土の御肖

像がクローズア ｹ プされ，平ｾ朝円ピノレ事務所に掲げて

ある見馴れた肖像画よりーl脅吠えて今夏の如くなつかし

さを覚え，御生jjiJ の種々の事が想出され感慨深いものが

あったの式は修紋招霊科1'B祝M会長の追陣祭文型の如く

であったが，会長祭文は別項のi盛り花りし円の御功紡に

つき一同想を$ i にするに十分であったの

玉同 Ｑ 奉主主はｬｉ ｾｦ 聞の都合上事 ￞ ＧｦＭ｜Ｇ会長Ｈ会凸一同と共に〉

)  ¥""1河鐙太郎氏，未亡人，三寸里会( 元片岡事務所関係〉

K I 会等の代表者が夫々行い，式を閉ぢ同所で午餐を共

故片岡会長追悼祭文

昭和二十_ "of 六月七円 111
央公会常に於て本会外ご団

体と共同で涙の中に先生の告別式を悦んでーより早くも

十作のぷ刀が ｾＧＺの問に過ぎました ｮ ノ干円の御命日を織

に御巡』矢) J の街l列席を得て追悼会を催すに当り本会十

年の歩みを御報告し柳か御mをお! ' 古めrl' した¥，、と念ず

るものでありますの

先牛ーを失ったあとの数年はli 没後混沌たる社会状勢の

渦中にあって木会の進むべき途は容易ならぬものでし

たが先'1ての分身たる愛会の念厚い熱心な会員諸土と共

に幾多の錐闘を担破して円夜再興に努力の結果定款改

主に伴って従米の伎術邸門の外綜合. Ｂ笠公，管工Ｎｾ材

てす各部門ＭＩ習の協力を得て愈々ｊｴＡ生ｾを固めることと

なり爾来雑誌建築と社会のlU刊，束尚以内に六支部を

新設，戦時中の離散会只の逐年復帰t.r. ど会勢を挽回今

や全国五千に垂んとする会員を擁するに至りました。

此間二十七年には創立三十五年を迎えて之を記念す

るため各種有益なる事業を行いたしました，之等は先

ＧｊＺ Ｎ 御 Ｍｾ ｉ ミ の信念たりし社会主引上の意を休し会員各位が
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にした。

食後竹腰会長別項の如く挨妙ゐり古い ｪｊ より追ｼ怠談ｾ

Jli ii う旨述べ四回路より，参列された故人に関係深い長老

佐伯ワ之古氏に指名方を依頼あり，佐伯氏より; 栄公の長

老格白杉} l l日] 三氏，銭高久吉氏，松尾岩雄氏. K  1 会代

表有国佳太氏，元副会長今林彦太郎，松本儀八氏，滝沢

氏弓 . jl: 上福磁氏等夫々別項の通り追憶淡がまコったの次

に手島常務理事より本日不参の波江悌夫氏より感想文と

石木喜久次氏包文朗読した。当日は筒多くの方々よりお

i訴を願う予定であったが午餐の事であり . nij 悶の都合上

三寸 IE会各位は閉会後別室でお訴を願う事とし，誠に残

念ながら其他の各位は予定を変更し ＼ＧＡ［ｾｊ 愛二時閉会の事に

いたしましたポを不悪御諒承願います。

時間も少くお誌も数氏に止めたが先生を偲ぶ事は十分

l出来た事と思、われる。

右終って，竹腰会長閉会の言葉を述べられ片岡鐙太郎

氏より感謝の御挨渉後解散したのは正 2 時で・あった。

筒当円の挙式に当り片岡家並三寸里会. K  1会，八木

工務! 苫等より夫 4 御供頂きました御厚宏、に対し誌上より

深刻1[ 1上げます。 (30. 5. 26 委員記〕

協力遂行したもので・先生の遺鉢を享けついでいる事を

御報告申上げます。更に先生が多年主唱推進されまし

た市街地建築物法は二十五年五月建築基年法として施

行されましたが本会もこれに一役を果したことは苔々

も本懐とする所でありますの

又灰磁と化した大阪都市も駅頭十二階建の偉観をまf?

とし全市に大小ピノレ鋭然として縫え近代建築の美を競

い之等建物は殆ど本会員諸土が直接間接関係されて都

市建設に大なる役割を果しつつあります。吾々は今後

共先生の御遺志をつぎ本会使命の達成に遮進せんとす

るものです願くは御心安かなお眠りを続けられますと

共に陀みの親育ての父として本会発展のためにーl掃の

御加獲を賜はらん事を。

吾て事先中のあとをついで・十年追慕の情切なるものあ

り即ち郊に御命円を卜して追悼会を催し感謝の念を新

にすると共に御功績を偲びつつ会口一同を代表し謹而

御冥福をお祈り申上げます。

昭和三十年五月廿六日

社団法人日本建築協会々長

竹 腰 健 造



追悼会式渇 ・竹原会長追悼祭文を読む

故 片 岡 先 生 追 憶 談

砂竹原会長

本円は前会長片岡先生の追憤会を催しましたところ，

御多忙中多数御参加頂きましたことを厚く御礼申し上げ

ます。

戦後は年齢等満をもって数えられ先住の満10年祭は明

年片岡家で営まれるそうですが，協会は旧式の数え年の

方で10年同の御命日と して本円催しましたことを御諒承

下さい。また本日の催しに片岡先生と御関係の深かった

「三寸里会J ， i K  1 会J ，八木工務庖各位から何かと御

配慮に預 りましたことを御披露いた します。

さて， 片筒先生のことはすでに御承知の通り ，木会の

創立者であり ，お亡くなりになるまで会長で‘ あった全く

産みの親であり育ての父でありましたのまた日本におけ

る西洋建築の開拓者でありますが，t¥' に大阪の建築家は

先生のお世話になり ，大阪の西洋建築の開拓者でもあり

まして，大阪には誠に関係の深い方でした。

自分のことを述べて恐縮ですが，私は住友で阿南併先

生の もと で技術を修得したが，いわば位間知らずだった

のに片岡先生に社会に対する薫陶を得，ともかく今日に

至っているのは全く両先生の賜と，音を偲び感謝してお

ります。本日は御夫人，御長男の列席を得ましたが，私

共が常に先生を敬慕していることを御記憶願いたいもの

と思います。

人間は自己の残 した事業がよくいくことと ，子供の将

来の良くなる ことを望むのが常だと考えますが，先生の

残されたお仕事のうち協会も 5，000人に垂んとし，とも

かく引続いてやっております し， また御子息も今日立派

な社会的地位を占められており ，先生も御満足のこ ι か

と思います。本日は多くの方から先生の追tr : t 談を承りた

いのでこの辺で止めまして，古い会員の佐伯さんに数氏

御指名 して頂きたいと存じ ます。

午 餐 会

30. 5. 26.1時---2時 今 橋 ク ラ ブ

惨佐伯与之吉氏( 本会終身会員，片岡事務所出身)

指名せよと指名されま したので，これから数氏の方に

先生の追憶談をお願いたし ます。

惨白杉嘉明三氏( 大林組相談役〉

先生の識見，人格等は略 しま して，私の初対面は明治

32年中之島日本銀行建築の時で した。当時は鉄筋などな

く， Ｒ 米近く銅り方をやった。自分は入社一年位の ［ｊ ｾ僧

i時代で、為ったが，当時，先生は まだ細野姓，そ の時のレ

γ ; げの検収がと てもやかまし くレ γ ガの寸法を函で造り

-jJi. j宛入れてガタガタ振り廻 し納入 したが， 堺辺 りの煉

瓦メーカ ーが悲鳴をあけ. ことわってきたので困り ，先生

に話したが結局自分が検収役にされたことがありま し

た。爾来，50年来お世話になったので‘ ありますが， 梅田

新道の今の安田銀行，当時は百三十銀行支応がコ Y t! リ

ート建築，本町の伊藤忠商庖ｾの鉄行鉄筋工事を始めて

大林組か施工したが，先生はw . 円現l湯に来られ. 町見事に

指諒され，大変Jr:_!f 党された η 恐らく 他社も同じだった と

患います。

他の先生にもお世話になったが，辰野先生，片岡先生

についてはもっとも感慨深いものがあります。その後，

建築協会を設立されたが，吾々の業協会の設立にも少か

らず以力されましたの若い頃はとてもやかま しく厳格で

ありましたが，亡くなられる 10年前頃は大変円満で・親切

だったことが忘れ知l い印象に残ております。

惨銭高久吉氏( 銭高組会長)

初めてお目にかかった頃は，嫌爽fよる姿で‘ あったこと

を子供時分にみました，とJ 、う先代からの恩人白杉さ ん

のお話の通りとても厳絡でした。その後新町橋加島銀行

支庖建築当時，先代がイギリスからミキサ{ を購入 しガ

ソリ γ ェγ ヂ γ を使用したが，初めてのことでなかなか

因ったが先生によく教えていただいた。
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なじむまではとてもコワイ，おこられる人と思ってい

たが，お交りをする' i - t ‘ t: んだんとわかり非常に親切

な方だった。後，大阪工業会の理事長となられ，何かと

下働きを承ったが，大分円熟されたとはいえ，誰でも遠

慮なくピシピシいわれていた。

会談所副会頭，会頭時代もよく会議所tこいつたが，こ

こでも皆おこられていたが，先生を惑くいう人はなかっ

た。それは根がごくよい方だから，にくめないサツバリ

した人だと ｾｊ るからだろうと思います 。私共も時々「君

は今シャペァテはいかん，やめとけ」などといわれたこ

ともあります。しかし，私心のない全く <<1声い人だった。

惨松尾岩雄氏( 松尾橋梁社長，三寸里会)

大阪中央公会堂建築の終り頃，亡くなった谷君が東松

式エレベーターを株式会社に設立したいとて，社長にか

つぐ人の相談があり先生にお願いした。これが国産エレ

ペF ターの鳴矢で今は目立製作所に合併されているが・

…。その後，私共の松尾橋梁の会長になっていただき感

謝しております。現在までも生きられたら，何かと建築

界のためお願いすることが多くあると思うのに. . . ... 。

相当お小言は頂いたが忘れられないという味の人でらり

ました。

一而人情厚く戦後，砂糖が蔵の隅から出たからとて奥

機お手製の羊かんを持参されて臼く「これは君は食つて

ならん，孫に与えよ」として頂いた。早速孫にやったと

ころ，孫は羊かんというものを知らなかったので，その

時初めて羊かんの味を覚えたということは今でも一家の

忘れえぬ思い出で感謝している次第であります。

砂今椋彦太郎氏( 元副会長，三寸里会員〉

学校を出てから先輩松田偉作君の所に厄介になってい

たが，妙な縁故で片岡先生が市役所建築時代，手伝いに来

ないかとの話があり，当時としては大阪市役所は珍しい

大建築で，臼分のような無経験の者が役立つかという不

安があった，片岡先生のような大先輩の指導を得たいと

思ったので、松田君に相談して先生にお願いした。銭高さ

んに仕事をやって頂き，自分は設計主任者になったがな

かなか苦心で・あった。先生には随分お しかりをうけ数年

間過した。しかし厳格な指導と教訓であっ事を，むしろ

それを感謝している次第です。

臼分の経験からすれば，学校出はさしづめ実社会には

役に立たぬ，技術の面でも友人や若人に聞くことは一程

のヒガミ根性というか好まぬ時代だったので，苦しみは

すべて片岡先生に教えを乞うた。そのおかけ・で，その後

大林組に入社してからでも大変役立た。

また深く印象に残っているのは，市役所当時，休みは

交代であり，自分は市役所からサラリーをもらって身体

は片岡事務所という立場にあったが，そのとき休暇で J

週間休ませてもらいますというと， r君，金はあるか」
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一週間も旅行して金のない休暇は駄目だろうとて，ボケ

y トマネ ーで一週間分ぐらいの質用 を預いたときはとて

も嬉しかった。厳格な反而，温い所があり，他の者に間

いても，同級な扱いを受けていた。これなどいまだに忘

れがたいところであります。

砂有国径太氏 ( K 1会代表，石本事務所大阪主任〉

大正 8年から15年頃まで片岡先生の指導をうけました

厳しさのなかに涙をもってさとされた。 K I 会はl昭和12

年石本喜久治氏が片岡先生の御支援のもとにできたもの

です。いわば，片岡事務所閉鎖当時十何人か引継がれた

形だった。現在，その本流は石本氏と自分二人で，あと

は新人ばかり。三寸里会は広い函における片岡門下， K

I 会は事務所本流として横のつながりだといえましょう

思い出は遠く上海の石本事務所在勤時代にのぼります

昭和13年目支事変で上海市辺に支那兵の死体がゴロゴロ

ある頃，ある日支那新聞で- 片岡先生が秩父丸で渡欧され

上海に寄港の記事を見，その時間に秩父丸を訪問，大変

喜ばれた。数分間お話した際，人聞はある一線を越えた

仕事に従事せよ… ・云々だったか，最後に何か承りたい

というと「経験は力である，君忘れるな」ー… … ・ともか

く上海六年の生活を終え神経衰弱や病気等になったが，

「経験はカで為る」のお言笑は常に座右の銘として今円

に活きております。

先生はやかましい人という評判のみ大きくいわれるが

常に人間を育てることを考えておられたものと感謝して

いる一人であります。

惨松本儀八氏( 本会名誉会員，先生死去時本会副会長)

今ここに先生の御肖像を拝見し，在りし日の而彩を偲

び深い感慨を覚えます。夜、は先生の御最後の当時，副会

長の職を負っていましたので御病気と聞き役員会を聞い

て当時の大柄 13 = 記長主桃山のお邸にかけつけたのは 5 月

8 日と記憶します。その日は病床で腕をさすり大丈夫だ

よ，心配し給うな，とのお言葉で安心して帰りましたが

病が急変され遂に永眠されました。当時役員会で協会事事

の予定でしたが，工業会や建設業界方面でも大変に密接

な御関係上， 3 者合同で 6 月 7 日，先生のなじみ深い中

央公会堂で告別式が挙げられ，栗本さんが委員長，私が

副委員長を仰せつかまつりましたので，今日の10年追悼

会には一入感慨深いものがあります。

戦争中からお亡くなりになりますまで私は 4 ， H f 副

会長の役にあり何かとお指導を受けましたが， いつも

厳格で，誠に非凡な方でありました。何事も時間厳守，

約束は必ず果すという点など大変教えられました。副会

長とし、う役職の上か，私はおこられたことはないのです

が，叱るというより常に教えてやる，指導してやるとい

う態度がらの通りアケスケに物をいわれたと思います。

それが誤解とか感情的に叱 られたと皆思ったのでしょう



長くおつき合いして滋味温怖のあった方と私は今もしみ

じみ感じております。

砂滝沢真弓氏( 大阪市大教授，学会 ・協会合併問題当時

協会側委員〉

払は東京方面からみた先生，…・ ・これは日本建築界の

限史の一端にふれていると思う .. …・…について思い山を

のべたい。私は大l E 9"1ミに東大を山ましたが，その卒業

必火; の課題「都rlj ・と建築」には皆参った。当時と しては

日本では片岡先生著の「現代都市計画」一本しか虎の巻

がない。自分は幸い植村俊平氏から，この一冊をもらっ

ていたので，これをネタにした，おそらく京大大正 9 年

組建築出は先生のこの著を利用したと思う。

その後，建築学会の役員として編集を担当した時代，

学: W40年記念大会を関西でやるとき，これは事業界の会

長でないと駄目だと横河博土を推し，関西でやる以上，

建築協会の援助を必要とすることになったが，これは横

川先立が， )i ) 潤さんに交渉され，先生の交接で，当 11与と

しては大交な大会が挙行された。級河 ・)i 附の事業家と

しての名コシビに述、服した次第で、あります。

その後， [民II i l l にきて，学会 ・協会合1)1問題がおきたと

き，私は以前学会役員だった関係」ニ何かと好都合という

ことで奇しくも協会側の委員に推された。東に西に両会

委員の交渉結果，佐野 ・片岡の両巨頭に一任のこととな

り，片岡先生は内心一緒になる線をきめておられた。当

時 Iつるや」で・委員慰労に招かれたとき I ともかく

も卵二つや鶴の宿」と駄ジヤレをお自にかけたら，先生

にほめられた。

戦後叉ある会合に招かれたとき，学会と合併したら協

会が解消 し不満が起るでしょう というと， I若い者が必

要と恩えばまた作ればよいではないか」 と。私は人間片

岡に全くプチのばされた感を抱いたので・あります。先生

にして初めてこのことばが出たことと恩う。色々考えて

味うべきことばであり，先生の偉大さを痛感したもので

あります。

惨波江悌夫氏( 名誉会員，片岡門下，本会創立恩人〕

( 病気のため欠席されたが，大要次の一文を寄せられ

た)

感想ー筒

先生平時健康に留意され，大正初年胃けいれんにかか

られた外殆んど病気になられなかった。時間の正確，約

束の実行はなかなかで，人にも履行せしむるとしづ堅い

信念で行動されていた。

明治時代，大阪に建築家少く，東京から辰野博土，横

河陪土が下阪のとき懇親会が春秋 2 季ぐらいあった。大

阪. 京都，奈良 3 都の頭文字を集めて，オキナ会と称し

た。京都から武田陣土と木野粕吾さん，奈良からは関野

さん，大阪からは住友銀行の野口さん，勝同組の宗さん

横戸j 工務所の松井口太郎さん，古老の河合幾次さん，野

村一郎さん，稲本勉さん，それに神戸から河合浩蔵さ ん

設楽貞雄さん，とし、う風で気焔を上げ，かく し芸を見せ

合うという似るなこ" やかな会で為った。

大正時代には若手速が大分多くなり 大阪府庁の池白笑

さん，葛' I l i' 壮一郎さん等が主となり，陸軍から誼極主主さ

ん， ￬ｾ Ｑｦｉ敏雌さん，裁判所から中村喜勇さん ， 横浜勉さ

ん，それに{ 訪: の長谷部鋭吉さん，竹腰健造さん，宗建

築事務所の佐藤四郎さん，大林組の大林賢四郎さん，鈴

木甫さん，木子七郎さん，鉄道省から渡辺節さん，と い

う風で「あの会」とし、う会を極めた。名のつけ様がない

から「あの会J と簡単な名で，夫々若い気焔を上げたが

，おい 「あの会」をやろうぢゃないかとすぐ打合せがで

き， 2 ヶ月 に 1 回宛やって，夫々勝手な熱をあげた。そ

のうち ，Iあの会」が盛になるにつれ，片岡先生，池田突

さんとの聞で古老と若手が一線を画することになるのは

遺憾だと，オキナ会と若手の「あの会」とつまり ，古老

も若手も常に一堂に会してB、志を通し懇親を深め，建築i

! J I . の発展に7J を注ぐべきだと，先生は考えられるように

なった。

その頃，先生は都市計画に関する著書を発刊され，つ

いで、工学博土の学位を得られ，更に建築法規や都市計幽

法の実現に努力を集中され，これを機に建築家総力結集

運動に発展し，ここに「オキナ会」も「あの会」も発展

解消してこの運動に参加活躍した。その結晶が今日の日

本建築協会という大きな団体となり，社団法人に完成し

たので、ある。このため先生はあらゆる努力を払われ，ま

た 2 大法案も談会を通過する所まで・進んだ。

つぎに先生は都市問題の前途は耐火構造にありとな し

防火問題，耐火設備や協同建築の推奨やら，い ろいろ意

見を発表する機関誌を考え，協会の「建築と社会」とい

う機関誌を発刊することに努力された。

この外，住宅改良運動各種展覧会，博覧会さぎの催:J エを

次々に発案実行に移され，今日に至っている。

以上の通り，本会は全く先生の努力によってできたと

いっても過言でないと思う。

石本喜久次氏 ( K 1 会，三す座会〉

包文謹んで先生の御冥福をお祈り申 し上げます。

当日参列者氏名氏 ( 敬称略 順不刷〉

河合貞一郎，吉村、h与太郎，河村茂，尾崎久助，伊藤正文

松浦基二，字山民主三，佐伯与之吉，銭高輝之，境正一，

波笑幸，進燐側一，八木繁志，志垣正次，ｩ 首聞邦 ニ良 ｉｾ ，

島田良務，鴻1也勝一，鈴木末尾，井上福蔵，手島末吉，

111中茂一，妹尾一夫， 中西六郎，東畑謙三，池田官彦，

古賀郷笑，西沢球生，鷲尾九良11，伊丹久吉，右回常季，

浦辺頻太郎，吉田安三郎，滝邦一，松井清之助，須賀盟:

治郎，松村雄吉，池田谷久吉，山本義樹，村野藤吾，長

岡岩次郎，竹中錬ー，毛利泰三，岡本弘，川村粧三自1; ，

氏等 80余各以下目白( 竹腰会長以下お話J l i Ji ついj i JL他各

位氏名省略〉
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寸 里 会 ( 元片岡事務所関係者〉

〔当日追憶談は時間不足のため多くの予定者を打切ったので，門下生の十数氏は閉会後，511] 室にて片岡鐙太郎氏と

未亡人を囲み，いわゆる水入らずの想い出話に撃を咲せた。誠に和かで・あったが，雑誌頁の都合上全部掲載できず，

二三の方のみに限ったこと を諒されたい〕

砂湾海f台平氏( 協会理事，浅海電気会長〉

ｾ の烈しかった空襲直後，火 焔 い ま だ市 内 に滋り ，す

さま じい様相中の東区方面でパ y タリ遜遁，先生危険で

す早くお引上げになってはと申すと，吾々の建設した大

阪都市の崩れいく惨状をジットしていられるか，僕は最

後を見届けるのだと，上六方面にサ y サと向われるので

これは奈良屯廻りで帰られると考え，気になるのでそれ

となくあとから見送りについていくと，それがどうも気

に入らぬらしい気配なので，庖の者と引返したことがあ

る。 まだまだお前達の厄介にならぬという持ち前の強気

が晩年にも削工元気だったのに. .... ... 。

また戦時中のらるとき，珍らしく京都で「三寸里会」

を|渇き，スキをやったが，先生の鍋はよくたけてなかな

か勢がよく，その卓子の者は盛にやってい る。 よくみる

と誰か先生のため蜜を持参，内絡でチヨピチヨピいれて

いる。吾々の卓子は甘味はない，皆l底油だけでカラいば

かしで，なかなか答が運ばぬ。浅海君どうした，ハア少

々腹具合が・・・・，ア・・・・，君それは栄養失調だよ，今日

は大いにやり給え・… ・・云々。あの時は{ * ' ツラかったね。

からいすき焼だった よ。

砂佐伯与之吉氏 ( 終身会員，丸金醤油会長〉

清水組施工で三十四銀行のとき，僕が27. 8才で月給た

しか幻円位，現場主任だったつある目先生が「お前三十

四銀行の殴督やめよ， 君がし、ってると僕が後から手直し

なんかさせ るわけにいかん。お前はその代り奈良ホテノレ

の現場にゆき大いに勉強せよ 」 といわれた。なお 「函台

いでないか，お前これからヒゲを生やせ，現場の主任と

か監督は少々威厳がなくちゃいかん」云々 。 それから僕

は一生懸命ヒゲの養生につとめたが，渡君のように僕は

ヒゲが生えぬ，薬をぬるやら大変苦労したよ。それから

ズツト今日に続いているのがこのヒゲだ。貧弱だが，こ

れは，いわば先生の記念、のヒゲともいうべきものだよ ・・

... 
0  

砂片岡夫人

カイゼノレヒゲとか何とかいって先をひねってまして変

でしたネ・. . . . 。すきやきは自慢の一つで水をいれずよく

やってました。 自分で鍋の世話を し人におすすめしてい

ました。

砂松尾岩雄氏

平素健康に留意され，あの大同ピノレ 6 階事務所には殆

ど階段を歩いて上下されていた。 r君運動〆ヨ ，歩き給
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え」と先tこド γ ドγ 上られ，私などホ ーホーの体で、つい

て上ったものです。

また時間がやかましく私の方の重役会など時間にはー

分も違わず正確に来られ，うちの者がおくれてくると，

「君らは時間の観念が乏しくてイカ γ ・・・・」それから皆

キチ γ と時間に揃ってたが，先生亡き後，この頃はまた

大阪時間になって しまった。

また倒れられた日の昼は私共と食事をしたので? すが，

ケ γ タシ家の先生が一向召し上らず， ドーかされました

かー・・ ・「イヤ今日は朝がおそくてね ー.. 云々 ・ -。帰ら

れた後で倒れられたと承り，一時その時の食物が悪いの

ではなかったかと恐縮したので・すが・… 。

砂片岡夫人

あの日は 5a寺頃帰ると出ましたので心準備していると

少し早自に帰りましたので，台所にいって用意しており

ますと，孫がオぢー様が大変だといいますので，食堂へ

かけつけますと，一寸吐いたようで苦しそうでした。そ

れから騒ぎとなり，大変皆様に御世話になりました。

平素は宅でも朝早く起き御陵さん附近まで殆ど毎日か

けるようにして散歩していました。 r私が病気になると

運動不足だ，モット運動せよ」とよくいわれたものです

今林，;，度，古賀， 王手島，有国，増田，境外各氏

健康はやかましかった。 r君日本刀を知ってるか」と

よくいわれたね。日本刀は油をひき常に手入れしていつ

でも役立つよう平素ーから手入するのだ。ほっとしたら錆

びるよ。人間も健康時に注意するものだ。病気になって

医者にいくのはおそい云々・・ ・と。先生自身も日生病院

に毎月健康診断をうけられていたが ・

かような次第で一寸風邪ぐらいの病気には同情という

よりむしろ不注意したろうとおこられの体だったね・.. ..

以下省略。

文責記者( 要領筆記でお話の全; 志を十分表現出来なか

った事をお許し願います〉
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昭 和 30 年 度 各 委 員 会 委 員 氏 名

5 月 17 日の理事会で下記の通り昭和30年度各委n会委只委掘を決定しましたので， ここに御氏名を掲載致します。

( 順不問 ・敬称略)

会 勢 委 員 会

委 μ 長 藤 木 正 一

委 只 矢 野 盤 作

恒l 岡 本 弘

同 沼 崎 甚 太 郎

防l 政 間 基 次

同 小 川 正

問

問

問

問

問

同

同

同

間

同

同

間

間

同

岡

同

同

凶

阿

長 野 三 郎

盤 尚 芳 雄

烏 野 民 9J

広 瀬 幸 一

佐 々 木 新 一

高 橋 康 夫

竹 内 本

宮 野 守

立 花 量 吉

若 木 望 太 郎

高 橋 末 吉

山 田 文 次

青 木 友 一

問 中 良 太 郎

長 尾 勝 馬

竹 内 成 夫

地 井 敏 克

藤 原 巧

山 内 茂

luJ '" ｾ労務 ｬ

!日l 羽 凶 良 lln

|百l 岡 村 博 己

間 三 品 哲 夫

|古l 山 本 茂

続 集 委 員 会

委 ＱＴ 長 ｩｬｩ￬ 辺ｾｾ太郎

安 只 小 栗 1 1 ' 吾

信i 業 原 信 虎

同 小 早 川 美 武

同

開

問

附

削

間

同

; 古 飼 克 一

伊 藤 幸 一

須 釘 栄 一

西 山 卯 一

小 泉 昇

伴 潔

堀 口 甚 吉

同 川 名 吉 衛 門

閥 光 安 義 光

開 立 花 lli 罪IJ

問 彦 谷 チ1¥ 一

同 士 自 問 幸 次 郎

間 山 根 正 次 郎

法 規 委 員 会

委 只 長 中 沢 誠 一 郎

委 長 山 田 儀

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

五 百 政 芳 明

駒 敬 一

山 田 忠 顕

工 藤 ) j 男

ゲf 口 信 夫

森 川 書 代 之 助

佐 々 木 { 泉

佐 々 木 新 一

大 塚 隆

福 山 良 一

同 七 尾 健 一

住 宅 委 員 会

委 只 長 中 野 順 次 郎

委 只 足 立 孝

同 上 林 博 雄

同 白 木 小 三 郎

問

問

問

問

鳥 田 家 弘 | 同

赤 松 傍 | 同

今 商 法 雄 | 同

一 木 栄 逸 i 1日i

問

問

問

問

岡

問

問

72:' 飽 和 正

竹 内 さ く

寺 井 一 男

西 山 卯 一

飯 田 村 次 郎

岡 橋 { 乍 太 郎

片 山 光 生

同 尾 1l. I ' 青四郎

Iii J  西 沢 文 隆

間 金 剛 年 孝

出 版 委 員 会

委 只 長 央 区b 正 一

委 只 谷 口 尚 武

同 駒 敬 三

間

隔i

西 島 弱

竹 内 孝

防l 徳 永 正 一

|百l 伊 藤 幸

問 林 聖 子 全 孝

悶 羽 藤 文 雄

同 池 田 達 雄

陪! 須 fi 豊 治 郎

同 盟 Eb 芳 雄

fLi J  増 井 敬

問 機 足 後 貫

災 害 委 員 会

委 以 長 横 尾 幾 賞

委 只 馬 場 義 雄

同 川 名 古 衛 門

間 竹 口 信 夫

間 柄1 i l i 正信

問 桑 山 音 吉

山 田 義 行

中 原 茂

中 村 網

赤 井i j J _ ，、雄

同

| 同

問

問

問

問

同

同

問

間

間

同

問

問

問

問

同

問

問

同

岡 村 白 彰

西 脇 秀 太 郎

須 賀 栄

教 育 委 員 会

委貝長 鷲 尾 健 一

幹 事 益 尾 辰 雄

委 員 伴 潔

問

問

上 林 博 雄

犬 束 徳 郎

堀 口 基 吉

中 野 順 次 郎

相 沢 喜 久 太 郎

渡 部 圭 菩

岩 崎 甚 太 郎

笹 川 孝 男

寺 岡 支

間 石 川 純 一 郎

悶 立 花 量 吉

建材審査委員会

委 員 長 置 埴 章

冨IJ 委員

長 竹 内 成 夫

委 員 加 藤 宜 彦

間 奥 烏 正

同 佐 々 木 保

間 作 間 日 出 生

同 榊 弘 美

岡 本 弘

角 田 栄

菅 田 盛 重

徳 永 正 一

竹 内 孝

政 間 基 次

佐 久 間 i弘 治

若 木 E皇 太 郎

日 野 勝 好

布 施 忠 司

池 間 違 雄
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b o  

:zx 報 ( 5 月分)

理 恵 会

17日 4 時半一一 6 時 於朝日ピノレ

竹腰会長伊東副会長外14名 鷲尾監事，事務局 2 名出席

議事は) 各委員会委員委属に関する件は主記主計会審

議案の通り決定 (2)建材審査料改正に関する件は原案通

り決定 (3) 万国慰霊場設計懸賞募集に関する件は依頼者

の宣伝賛会についてなおよく調査することに決定 (4) 事務

局給与規程改正に関する件は原案の通り改正に決定 (5)  

府商工奨励館建築金物審査員推薦事後承認の件は推薦委

員 2 氏を承認 (6) 戸川書記停年到来に関する件は停年到

達後退職のことに決定 (7) 入退会者詮衡の件 (8) 府立能

研色彩管l I D . 委員会派遣委員に関する件ば直に派遣打切り

をしないことに決定 (9)事業報告 の後予て会計監査を

依頼しておいた住友信託銀行からの監査報告書と，昭和

29年度の収支決算，財産目録，貸借対照表および事業報

告苫を提出し，理事会の承認議決を得た。なお議事中，

会館問題，広告看板に関する都市美観問題，関東方面え

の会勢発展策などについて，種々意見方: 交わされたη

主記主計会

17 日 3 時一 一4 時半於朝日ピノレ

浅海理主野外 9 名 事務局 2 名出席

理事会えの上提議案について一同予備審議を行った。

電気部会

19日 3 時半一一 5 時 於 電 気 ク ラ プ

浅海氏外11名 尾 崎 竹 内 積 尾 各 理 事 事 務 局 3 名出席

尾崎理事から本会開会の主旨について挨拶があり，横

尾理事協会の事業と電気事業者との関係について所感を

述べた後懇談に入り ，活発な意見が交わされた。将来法

規が改正されて電気工事人の資格制限が厳重になると ，

協会に於て講習会を催す必要が起る。建築家と附帯施設

業者は，相互相手の領減に対する認識カ司氏いので，啓裁

のため，相互を対照にした講演会などを催すが良い。電

気事業者として，建築家やその外他業種の方との懇談の

機会をできるだけ設けて貰いたし、。火災の原因が多く漏

電に帰せられる傾があるが，この問題を災害委員会に於

て取り上げ研究したい。建築物の電気配線についての縫

康診断の必要性を一般に知らせ，これが診断に協会が当

ったらどうか。電気事業者に於ても ，専用の工事諮負契

約書を作成する必要がある。電気事業者の協会加入者の

少いのは遺憾である，事務局の努力を望ーむ。等々のこと

が一応結論っ・けられた。なお部会幹事長として浅海氏を

選任し，幹事 2 名を追て幹事長の手許に於て選任するこ

ととなった。

会事事委員会

24日 3 時一一 5 時於大阪建設会館
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矢野委員外11名 事 務 局 2 名出席

議事 (1) 委員長幹事選出の件，委員長に藤木部j委員長

の重任を願うことと し， 委員長支障あると きは矢野委員

が代理すること ，なお小委員会を設けるので幹事はこれ

を設けないこととし，小委員は造て委員長手許に於て選

任することに決定 (2)昭和30年度事業企画に関する件は

会員に魅力ある卒業を行うべきであるとして程々討議さ

れた ＨＳｾ 会員グノレ ー Ｗ ・に関する件は小委員会案を承認，

次回理事会に提案することに決定 (4) 会員増加運動推進

に関する件は種々論議されたが，具体案の決定をみなか

った (5) 小委員会の経過報告を常務理事より行ったp

同小委員会

16日 5 時半一一 7 時 於朝日ピノレ

田中主査外 2 名 事務局 3 名出席

梅田ピノレ見学会の後で開催予定の同座談会の進め方に

ついて，竹中工務居小川設計部長を招いて，種々懇談審

議した。

教育委員会

30日 3 時半一一 5 時 於朝日ピノレ

鷲尾委員外 9 名 事 務 局 2 名出席

議事別委員長幹事選出の件は，委員長に鷲尾健三氏

の重任，幹事に益尾辰雄氏を決定した (2
1
昭和3 0年度事

業企画に関する件は (3)の昨年度委員会よりの申送り事

項の件と関連あるを以て，先づ申送り事項を審議するた

め，1有務理事および提案者から各々説明をなした後審議

した結果 (.1)コ γ グリ ート 技能講座の件は講師打合せ会

の実施案を承認! の上横尾氏に主査を委嘱して実施に決定

例設計コ γ F ーノレの件 内工高生の設計審査の件は一括

して，寺問委員に主査を 伺学校に於ける施工技術教育

強化の件は渡部委員に主査を 同建築計画の講習会の件

は田中良太郎氏に主査を各委嘱して夫々小委員会を作

り，小委員会に於て検討の結果を，次回委員会に報告す

ることに決定した。

同コンクリート筏能講座講師打合会

26日 3 時半一一 5 時 於朝日ピノレ

奥島，益尾，菅田，谷口，金子各講師事務局 2 名出席

講習会の日時その他実施に関することについて協議決

定した。なおスライドについても打合せを了した、

片岡前会長追惇会と午餐会

26日 11時一一一 2 時 於今橋 F ラプ

追 悼会 片岡前会長逝いて十年，門下縁故者からなる

三寸里会の協力を得，協会主催で，御遺族嗣子鐙太郎氏

盈衛子未亡人にも御列席戴いて，御命日の本日を卜し神

式により追悼会を催した。 5 階広間正面に金扉風を背に

祭笹を設けて御遺影を飾り ，三寸里会，K  1会，八木工



務活からの御供物を i労に供えた。 11時半参列者一同会場

に者席. 追悼会は御沼. f l ¥1社宮司の斉主で住注射に執り行わ

れた。祭主竹際会長は，，iij 会長御逝去後の会の歩みを述

べて会勢発展の次長: と ，，)i j会長J j 1 生の御念願であった建

築基準法の施行や戦災者s大阪復興に協会会員の来した役

割を報告し，なお協会発肢のためにこの上の力日後を垂れ

錫わんことをお願して追悼のaY ，を述べられた。次いで会

長，鐙太郎氏，未亡人 ，三寸里会代表， K  1 会代表の玉

賄容興があって 1211!j 終了したがjjij 会長を偲んで参列され

た方々 73名に上った。

午祭会 追悼会に引き統き向所で午祭会を催した。一

向御や¥1沼を裁いた後会食，デザートコ { 只に入り会長立

って挨惨め辞を述べ，更に市j会長の校総を沿えて重量会者

からの追te淡をお願いした。がj会長門下で& も縁故の1来

い佐伯与之占ー氏の指名により，白杉嘉I児三氏，銭高久吉

氏，松尾岩雄氏，今林彦太郎氏，松本儀八氏，有田佳太

氏. 滝沢点弓氏，井上福磁氏から夫々思い出深い追憶の

数々が語られ，次いで健康上本日己むを得ず欠席された

波江悌夫氏から特に送ってこられた追憾のー偽・と ，石本

喜久治氏からの追悼屯の披露がらって 2 時散会した。会

する者64名。

若い会員の声を聴く会

2 日 2 11寺一一 5 11寺 於朝日ピノレ

問中，政問会勢委員外会日 6 名 事 務 局 3 名出席

会勢委員会の事業企画に資するため，若い会員層の協

会に対するｾ見 ， 希望などを閥くべく ， 会勢小委員会の

主催で催した。相僧支障者多く ，出席者は予定数の半で

為ったが，イ' 1 ' 々活発な意見の交換が行われた。学会と協

会の比経論から，協会は会員に魅力ある卒業を行う必姿

のあること ，建材或は法規などに関する種々の会，見学

会，設計の募集などの卒業について各自から夫々意見の

発表がらった。なお会員グノレ - 7・新設についても芯見が

交わされたが，今後事業企画について皆い人々にもこ

れに参画して鍛くこととなった。

見学会と座談会

ヤンマーデイーゼ J l- K K神崎工場見学会

12日 2 時半一一 5 1時 参 加 者80名

大阪建設業協会との共催で行った。同社差し廻わしの

パスで工場に到若，河田販売部長，問中工場長から同社

製作に係るデイ { ゼノレ機関全般に関する説明並に当工場

に於ける製作状況や使用工作機械などについてお話を承

った。 4 斑に分れて工場の見学をしたが，短気焼入れ工

場，流れ作業による創作工場，機関検査場，童話物工場な

ど一巡見学を済ませば，平% 無造作に取扱っている機関

についてもまた認。訟を新にする処があり ，精巧なヱ作機

械の工作状況には嘆称の戸が洩れる。見学が終って一向

先刻の説明会場で質疑応答や同社使用の磨耗度の少い N

鋳鋼の説明などを伺い ，麦i円の築応に預って，ｾｲＡｾＧ ・務理事

の会社に対する謝却を長後に見学会を終り ，また街i好志

のパスで帰路についた。

梅田ピル見挙会と同座談会 参加者 150名

28日 1 1時半一一 4 時半

見学会

大阪駅切に竹中工務広の設計施工で新装なった同建物

は，斬新な ｩ 没ｾｾ ， 切るい硲おいた色仏新しい設備な ど

で一般の注目を浴びていたが，竹中工務屈の御好志、で，

見学後同p . f r で同建物についての座; 炎会をHl i すという EJ の

試も興味を恕いてか，本見' 学会は， jf!米f百1な多放の参加

者をみた。一同居上で，ホ12現場主任から， 1お凶工法の

改良された ｊｊｉ ，二重鉄管を使用した基礎 ｬ ￕＱ ｌ 工 Ｎｔｊｾ その他一

般工事概要について，また設備担当者の鈴木氏から，冷

却塔その他の特殊設備についての説明を承わったｾ 8  T;狂

に分れて案内に従い JI院次館内を見学したが， Jyt 瑳; 灯を設

備した冷却m，総ての設備機械の運転状況がわかり，且

一人でコシトロ ーノレができる操作台を附えた地階の操作

玄などの新設備，光電管その他照明関係，パイプシャツ

ターなどの新装置，ハ γ チ無しの大梁エレベ ーターのシ

ノレ， Ｑ￬ｾ 殻シユ ー トなどに対する考慮など ， 非 ｾＧｩＺ［ に特長に

22んだ建物で，仕上も美事で見学者一同頗る得る処があ

った勺

座談会

見学終了後約90名の参加者が 3 階の会場に集って盛談

会を開いた。先づ，回中会勢委日会主査が， 4 座談会開

催の縫旨を述べて侠修した後，市大滝沢教授が司会者と

なって始められたが，竹中工務 ｪ 古より ｗｽ ｩￌｾの小 ｊｩｬ 設計部

長，木曽主任外関係者の方々と見学者との間で， " 質疑応

答やn見の交換があり ，本建物に関する問題ばかりでな

く，大阪駅頭に於ける建築物は如何にあるべきかの問題

や，最近非' i ¥l . に多量に伎われる傾向にある硝寸ニの問題に

i到してなど一般論についも活発に意見が交わされて ，*tJ 

1 時間興味ある座; 炎会が続けられたの

H
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建 築 と 社 会

発 行 所 社 団 法 人 日本建築協会大阪市北区中/ 島 3 ノ 3 朝日ピル

電 話 北 浜 ③ 1 3 3 4  - 9 番

第 3 6 輯 ・ 第 6 号
編 集 発 行 人 沖 回 誠 振 替 ロ 盛 大 阪 3 9  9 7 5 番

売価 l 部100円・送料共 印 刷 所 株 式 会 社 研 3ζ 社 大 阪 市 北 区 生 ; 山 町 6 6  

昭和 30 年 5 月25 日印刷
電 話 笠 時 @ 2  0  5  6 番

昭和 30 年 6 月 1 日発行 印 刷 者 網 野 栄 大 阪 市 北 区 盆 山 田IJ 6  6  

編 集 後 記

本号は「青年建築家特集号」と して， 昨年 6 月号の第

1 回の青年建築家特集に引続いて企図した。第 1 回の試

みにおいては，多少の批判があった rレベ ノレが低いも

のもあり ，高いものもあり足並カ潟Iわなかった」と ・・ 目。

今回は大いに作家 ・作品共厳選したつもりである。ここ

に選ばれた青年建築家正敬意を表します。 またその推薦

者に厚く感謝します。

この特集号は，今後毎年 6 月号を期して繰返していき

たい。そして第 1 期 ・第 2 期… ." とその氏名 ・作品を再

録してい きたL 、と思っている。

諸兄の御怠見を期待し ますe

次 号 予 告

7 月号は「国際号」として，カナ F 姥策協会に送っ

た日本建築の紹介文，およびフイリツピ γ へ送った

村野， iiiJ 川両氏の評伝 ・作品を紹介しますc {I也にも

多数 あり 。

昭和w年度線集委員 ( 敬称略)

( 委口氏)

浦 辺 鋲 太 郎 ( 倉 敷 レ イ ヨ シ KK営繕部長)

伊 藤 幸 一 〈 清 水 建 設 は 大 阪 支 庖 設 計 部 )

小 梨 賛 否 ー ( 消 水 建 設 は 大 阪 支 庖 長〉

川名古衛門( 大阪市大理工学部中沢研究室1

架 原 信 虎 ( 栗 原 工 業 株 式 会 社 社 長 )

泉 明・( 竹中工務庖設計部)

小 早 川 美 武 ( 伯チl 株式会社取締役社長〉

須 賀 栄 一 ( 須 賀 工 業 株 式 会 社 営 業 部 長 )

菅 田 22 霊( 株式会社大林組研究室)

竹 内 成 夫 ( 大 阪 府 建 築 部 営 繕 課 長 )

立 花 勝 手11 ( レイモン r建築事務所大阪述絡所所長〉

波 江 貞 夫 ( 国 鉄 大 阪 工 事 事 務 所 建 築 課 長 )

西 山 卯 三 ( 京 都 大 学 工 学 部 助 教 授 )

判2 潔〈神戸大学工学部教授〉

彦 谷 邦 一 ( 山 下 芳 郎 建 築 事 務 所 )

堀 口 甚 吉 ( 大 阪 工 業 大 学 講 師〉

増 井 敏 克 ( 大 阪 市 建 築 局 主 管)

増 田 幸 次 郎 〈 大 阪 市 港 湾 局 建 築 係 長 )

光 安 義 光 ( 兵 庫 県 住 宅 課 )

南 長 吉( 斉久工業株式会社大阪支出長〉

宮 飼 克 二 ( 宮 飼 建 築 事 務 所 所 長 〉

山線正次郎Ｈ日建設 ｧ ＧｩＧ ｲＮｾ努 ｋｋｊｉ 画室長〉

杭

l一一 武智式鉄筋混凝土杭基礎工一一一一一一一l

特 許 |  日信三角型鉄筋混凝土杭基控室工 !  

|ー コ γ ポジツト、バイノレ ( 長尺継枕〉基礎工 ー;

測量 ・地質調査 ・地耐力測定施工

特 砂手IJ 充 棋 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支持力強大。工事迅速。工費低際

説明魯>>. . び防潮

嵩上、盛土地絡

に於けるj U 蹟表

進呈

株 式 会 社 武

取締役社長

智

福 留

所務工

並
訪
問

大阪市西区西長主主北通四丁目ー0 細野どん三六号
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